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2 第 8号土器埋設土損半裁状況
Bisected pit8郡rith buried pottery
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山王囲遺跡は昭和46年に国の史跡に指定されました。町ではこれまで、その保護と重要

性の理解に努めてまいりました。

史跡整備の一環として始まった発掘調査は本年度で第 2次を迎えました。今年の調査で

は第 1次調査に引き続き、縄文時代、弥生時代の遺構群の検出を目的とした調査が行われ、

弥生時代前期の竪穴住居跡、溝跡、土器棺を埋めたお墓など数多くの重要な遺構がみつかっ

ています。中でも溝は東北地方では初めて発見された規模のものであり、当時の人々の高

度な文化、技術を解明していく上で貴重なデータとなるものです。

本書は平成 8年度に国庫補助を得て実施した山王囲遺跡の第 2次発掘調査の成果の報告

書であります。これらの成果が研究者、町民の皆様に広く活用され、地域の歴史の解明と

文化財の保護の一助となれば幸いです。

最後にこの調査に参加された皆様方、本書を作成するにあたってご助言、ご協力下さい

ました諸先生方、ならびに関係機関の方々に厚く御礼申し上げます。

平成 9年 3月

宮城県一迫町教育委員会

教育長 遠 藤 昭 吉
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た 。

8 遺物の撮影はいろは写房 (稲野彰子)が行った。

9 土色については『新版土色帖』 (小山正忠・竹原秀雄 :1994)を参照した。

10 遺物図面、写真図版中の ()内の番号は属性表中の登録番号に対応する。

11 本報告書の執筆分担は、文章末 ()内に付記した。
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第 1章 調 査 の 目 的

国史跡山王囲遺跡の発掘調査は、1994年度に策定された史跡整備計画にもとづき、1995年から1999年までの 5ヵ

年の予定で進められることとなった。第 1次調査は、1995年 7月から9月 にかけて実施され、多くの重要な成果

がえられた。

山王囲遺跡は、第 1次調査の結果、縄文時代晩期から弥生時代中期末、さらに古墳時代、古代にかけての大規

模な複合遺跡であることが明らかになった。ことに微高地南半部において、縄文時代晩期の竪穴住居跡の柱穴が

多数検出され、 2棟の住居跡の柱配置が確認された。また、その東に縄文時代の竪穴住居跡と推定される深く掘

り込まれた遺構の一部が発見された。これらの竪穴住居跡をはじめとする多くの遺構が検出されたことから、晩

期の居住域がさらに北側にひろがる可能性が考えられた。

微高地の北西部では、秀生時代前期後半の山王Ⅲ層式期の竪穴住居跡が 2棟検出され、精査の結果、その住居

構造や、 2回程の建て替えがあることなどが明らかになった。さらに、配石遺構、埋設土器群など弥生時代前期

に属するとみられる遺構が多数発見された。また、微高地北辺においても1965(昭和40)年の調査で弥生時代前

期の包含層、遺構が確認されている。このように弥生時代の遺構、包含層が遺跡北半のひろい範囲に分布するこ

とから、山王囲遺跡が規模の大きい弥生集落であることが明らかにされた。

自然堤防西側にひろがる後背湿地では、陸畔状の高まりが北に向かって 2条のびていることが確認され、弥生

時代前期後半の水路、水田跡が存在する可能性が予想された。

微高地北辺では1965年の調査で縄文時代晩期の土器、石器、有機質遺物を包含した泥炭層が検出されている。

その後のボーリング調査によって自然堤防の西側にも泥炭層の分布が確認されており、微高地縁辺に泥炭質の遺

物包含層が堆積していると推定された。

このような調査成果にもとづき、第 2次調査では以下の①から⑤の課題を掲げた。

①晩期集落の解明  第 1次調査にひきつづき、微高地南半部の晩期集落の構造とひろがりを明らかにするこ

とを第 1の課題とした。

②弥生集落の解明  微高地北半で検出された弥生時代前期の竪穴住居跡とその周辺の遺構を調査し、弥生集

落の構造の究明を目指した。

③弥生水路、水田跡の追究  微高地縁辺で検出された畦畔状遺構の周辺を精査し、斎生時代の水路跡、水田

跡の検出を目指した。

④泥炭層の検討  1997年度には、泥戊層について、保存、整備のために精査することを予定しており、その

調査体制、方法を検討するため、今回の調査で試掘を計画した。1995年度の調査で畦畔状遺構が検出された I区

で、泥炭層が確認され、縄文時代終末と弥生時代の遺物が出土している。今回の調査ではこの I区で泥炭層を一

部掘り下げ、その状況を検討することとした。

⑤遺跡北東部における遺構群の確認  自然堤防の北西部側から北中央部にかけても、1965年の調査区と1995

年度の第 1次調査区との間で、縄文時代晩期から弥生時代の遺構の検出に努めた。          (須 藤)
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第 2章 調 査 の 概 要

第 1節 調 査 の 方 法

調査にあたって第 1次調査と同様に一辺 3mの グリッドを基準とした。第 1次調査で縄文時代の遺構群が多数

検出されたK区をさらに東側と北側に拡張し、遺構の検出を進め、遺構群の時期、位置関係、および性格の把握

に努めた。また、F区 とG区の間にM区を設け、微高地の北西部で検出された第 2、 3号竪穴住居跡や第 1号配

石遺構など、秀生時代の遺構群のあり方を検討した。さらに、微高地縁辺で検出された畦畔状遺構の性格を明ら

かにするため、 I区の】ヒ側と西側を拡張した。また、弥生時代の溝 (第 7号溝跡)の性格を明らかにするために

I南、N、 01～ 9区を設定した (第 1図版)。

H、 K区に試掘 トレンチを設け層の堆積状況を観察し、遺跡の立地する自然堤防の形成過程について考察を行っ

た。また、東北大学考古学研究室所有ソキア製 トータル・ステインョンによって、遺構出上の遺物を中心として

可能な限り遺物出上位置の記録を行った。遺構の埋土についてはフルイにかけ微細遺物の検出を実施した。

第 2節 調 査 の 経 過

第 2次調査は 8月 1日 より開始された。 8月 1日 にFoM・ G・ I・ K区、 2日 にE区、21日 に I西区、28日

に I南・N区を設定した。表土除去を 2日 にF区、 5日 にG・ H・ IoM区、 6日 にG・ HoI・ K区、 7日 に

E・ K区、 8,9日 にK区、22日 に I西・E区】ヒ側 ,G区南側、28日 に I南・N区で行った。

8月 5日 から9月 20日 にかけて各遺構の精査を行った。第 2、 3号竪穴住居跡の精査を、F区では 8月 6日 、

M区では 8月 19日 より開始した。 8月 6日 にM区で第 6号土器埋設土羨を検出した。22日 にK区で第 7号溝跡を

検出した。27日 にE区で環状石斧が出土した。 9月 3日 に I区の北壁にそって層序観察のための試掘 トレンチを

設定し、掘り下げを行った。 4日 にE区で第 9号土器埋設土羨を検出した。 6日 にE区でピット338を検出した。

9日 にK区で第 8号土器埋設土羨を検出した。12日 にM区で第 8号竪穴住居跡を検出した。

9月 14日午後 2時から現地説引会を行った。

9月 17日 にH区で層序観察のため試掘 トレンチを設定し、掘り進めた。K区でピット337よ り石製小玉 4点が

出土し、27日 にはさらに 2点が出上した。20日 にK区で層序観察のための深掘区を設定し、精査した。同日、第

8号土器埋設土羨出上の合せ口甕棺のとり上げを行った。第 7号溝跡の範囲確認のため、24日 から26日 にかけて

01～ 9区を設定し、01～ 7区で第 7号溝跡を検出した。12日 に東北大学鈴木三男氏が来跡し、植物遺存体の

出土状況の、25日 には山形大学阿子島功が来跡し、地形の観察を行った。26日 にパリノ・サーブェイが自然環境

分析を目的として土壌サンプルの採取を行った。

遺構および遺物の出土状況の諸記録は随時行い、10月 4日 に作業を終了した。

10月 24日 には東北歴史資料館の協力で、K区第 7号溝跡の上層断面の剥ぎとりを行った。 (大場 )



第 3章 調 査 の 成 果

第 1節 層   序

基本層序は第 1次調査の報告に従い、第 2次調査であらたに確認された層序について以下に記す。

H区試掘 トレンチ (第 2図版)

南壁際を長さ6mにわたり10層上面から深さ約 lmま で試掘した結果、10a層から10m層の13枚の層が認めら

れた。10a層は粘土質ンルトであり、10b層以下はシルト、または砂である。層は全体的に東に向かって傾斜し、

ラミナ状に堆積しており、水成堆積と考えられる。最下部で、自然晃防を形成する砂礫堆であると考えられる11

層が確認された。10a層から10m層、11層では遺物は出土しなかった。

I区試掘 トレンチ (第 2図版)

I区の】ヒ壁にそって試掘 トレンチを設定し、深さ約1.4mま で 9層以下の堆積状況を観察した。その結果601～

612層の12枚の遺物包含層を確認した。

601層は褐灰色砂質シル トで鉄分と炭化物を多く含む。

602層は黒褐色のシルト質で粗砂、鉄分を少量含む。晩期V期～秀生Ib期の土器が出土している。

603層は黒色のシルトで炭化物を多量に含み、604層由来の粘土粒を少量含む。晩期Ⅳ期～弥生工b期の上器が

出上している。

604層は灰色の粘土層である。晩期V期～弥生Ⅱb期の土器が出上している。

605層は礫を含んだ砂層または礫層であり、土色、粒度、礫の大きさによりa～ dに細分される。605a層は黒

褐色の砂質ンル トで、晩期Ⅳ期～弥生Ib期の上器が出上している。605b、 c層は褐灰色の中砂である。605d

層は灰黄褐色砂質ツルトで晩期V期、弥生Ib期の土器が出土している。

606層は黒色の粘土質ツルトで晩期Ⅵ期～弥生Ⅱb期の土器が出上している。

607層は黒褐色の粘土質ンルトである。

608層は黒色の粘土で609層は褐灰色のシル トである。

610層は含まれる礫の大きさから610a、 bの 2枚に細分される。晩期Ⅳ期～Ⅵ期の土器、動植物遺存体の出土

が確認されている。610a層からは円盤形石器、磨製石斧が、610b層からは土版が出土している。610a、 610b

層ともに褐灰色の粗砂である。

611層は褐灰色の粗砂で晩期V期の土器、木製品が出土している。

612層は黒褐色の粘土である。

i西区 (第 2図版)

I区の西側に拡張した I西区では 5層 と9層 との間に合計30枚の層が確認された。層厚は10～20011程度であり、

せまい範囲に分布する。これらは砂質シルトまたは砂の層であり、水成堆積と推定される。遺物の出土はみられ

ない。



第 3章 調 査 の 成 果

K区 (第 3図版)

第 2次調査では調査区を北へ拡張した結果、第 1次調査の層序に、新たに確認された層が加わ り、層名の変更

を余儀なくされた。

5、 6層はK区】ヒ寄 りに分布する遺物包含層でそれぞれG～ J区の 5、 6層に対応すると考えられる。 6層に

おいて第 8号土器埋設土羨が検出されていることから、 6層は弥生時代前期の生活面であった可能性が高い。

また、 8a層、 8b層はそれぞれ第 1次調査の 8、 9層 と考えられる。遺物は晩期Ⅳ期から弥生Ⅳ期までの土

器が混在することからこれらの層中の遺物は 2次堆積と推定される。

9、 10層はそれぞれG～ J区の 9、 10層に対応する。

K区試掘 トレンチ (第 3図版)

発掘区北壁際東寄 りに試掘 トレンチを設定し、10層上面から1.5mま で掘 り下げた結果、801～ 810ま での10枚

の層が確認された。801、 802層はツル ト、803層は砂、804、 805層 はシル ト質粘土、806お よび810層は礫層であ

る。807～809層は砂層である。これらはラミナ状の推積が観察されるなど、水成堆積と推定される。遺物は出土

していない。                                             (大 場)

第 2節 遺   構

1)竪穴住居跡

第 1次調査から継続し、 F区とF区の西側に拡張したM区において、第 3号竪穴住居跡と第 2号竪穴住居跡を

精査した。またM区中央北寄 りで第 8号竪穴住居跡を検出し、精査を行った。

第 2号堅穴住居跡 (第 2図 )

第 2号竪穴住居跡はF区北寄 りで検出された。平面形は直径5.6mの不整円形を呈する。壁上部は第 3号竪穴

住居の拡張で失われており、残存する竪穴の深さは 5～ 15cIIlである。壁溝の痕跡が竪穴の壁際に断続的に認めら

れた。

主柱穴と推定される柱穴はP7～ 11の 5基が検出されている。それぞれの主柱穴の間隔はP7と P8の 間が 2

m、 P8と P9が 1.6m、  P9と P10が 3.lm、  P10と P lllま 1.8m、  P llと P71ま 3.5mである。 主i柱穴は深さ30

～50crll程度である。竪穴の中央やや南東寄 りに重複する炉が 2基 (Fl、 F2)検出されている。炉の重複関係

と位置からFlが第 2号竪穴住居跡に伴 うと推定される。

第 2号竪穴住居跡は床面および覆土から弥生Ⅱb期の山王Ⅲ層式上器が出土しており、この時期に帰属すると

考えられる。

この竪穴住居は平面形、規模の点で岩手県滝沢村湯舟沢遺跡 (桐生他 1986)、 軽米町馬場野工遺跡 (工藤他

1986)、 官古市上村貝塚 (小田野他 1991)で検出されている弥生時代前期の竪穴住居跡と類似する。

第 3号竪穴住居跡 (第 2図 )

第 3号竪穴住居跡は、第 2号竪穴住居跡と重複し、直径約 8mの不整円形を呈する。第 3号竪穴住居跡は第 2

号竪穴住居跡を拡張して建て替えられている。壁上部は大きく削平されている。また、周囲にひろがる10居 と類

似 した黄色粘土による貼 り床が床面をひろく覆っている。
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第 3章 調 査 の 成 果

柱穴 P15、 P16、 P13、 P17、 P18の 5基が主柱穴と推定される。主柱穴の間隔は P15と P16で 1.6m、 P16

とP13で 2.4m、 P13と P17で4.3m、 P17と P18で3.4m、 P18と P15で4.8mであり、柱配置は比較的整った長

方形を呈する。それぞれの柱穴の深さは40～ 60cIIl程度である。

炉跡 F2と Flは重複 し、F2が Flの上層にある。したがってF2は拡張住居第 3号竪穴住居跡に伴 うと判

断された。この炉跡は不整形を呈し、中に拳大の焼けた礫数点が認められた。

周囲には壁溝がめぐり、幅は約20～ 80clll、 深さ 5～ 15clll程度である。また東側の壁溝では壁の痕跡が認められ

た。壁溝に沿って壁柱穴と推定されるP19、 P20、 P21、 P22、 P23、 P24、 P27、 P25、 P28、 P29、 P30が

検出されている。壁柱穴の間隔は 1～ 15mで、それぞれの深さは20～ 40clll程度である。

また、北側の壁溝近 くに間仕切 り状遺構が 2条検出されている。竪穴住居跡北寄 りの主柱穴 P15、 P16と 壁溝

の間にみられる長方形を呈するプランで、 P15に伴 う間仕切 り状遺構は幅25cm、 長さ65clllで、 P16に伴う間仕切

第 2 3号竪穴住居跡

第 3号竪穴住居貼床75YR3 2 黒褐色 ケテを援豊笹春書
を微量に含む 径 211mの 炭化物を徹量に含む 径 2～ 5 cmの 責色土ブ

第 3号竪穴住居主柱穴

10YR 2ン3 黒褐色 シルト質粘土

10YR2 3 黒褐也 格上質シル ト

75YR3′ ユ 黒僑色 シルト質粘土

10YR 2′ 2 黒褐色

第 3号竪穴住居主柱穴

10Y黒 2ン2 黒褐色

75YR3/2 黒褐色 シル ト質粘土

iOYR 2/2 黒褐色
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M区第8号竪穴住居跡
層  名 ■ 色 粒   度 猫 性 しまり 含 有 物 備 考

稜± 1 75YR3 2 黒褐色 ンルト 中 中
径 10蜘前後の赤色の鉄分を多く含む マンガンを比較的多く含む
径 1～ 5 atal程度のブロック状の炭化物を多 く含む

覆± 2 75YR3/1 黒褐色 砂質シル ト 中
径 10鰤前後の赤色の鉄分を比較的多く含む マンガンを比較的多 く
含む 1～ 5 mm程 のブロック状の炭化物を若干含む

埋±2は床面を形成すると考えられ
る

覆± 3 10YR7´3 にぶい黄橙色 砂 中 径 10mI前 後の赤色鉄分をわずかに含む

覆± 4 10YR3′3 暗褐色 砂 中
径5～ 10 naの 黄色土粒を若干含む 径 5剛以下の赤色土粒をわずか
に含む

M区第8号竪穴住居主柱穴
ピット番 層  名 土 色 粒   度 粘 性 有 物

P2
埋± 1 10YR5 1 灰褐色 砂質シル ト 中 中 径 1～ 5 mmの 炭化物、径 1～ 3 mmの 焼土を少量含む

理± 2 5YR3/1 黒褐色 小砂 中 径 1～ 5amの焼上、径 1～ 3 Halの炭化物を少量含む

P3
埋± 1 ル ト 中 中 5～ 20amの ブロック状の大きな炭化物を多量に含む 径 51B以上の黄色土粒を若干含む

埋± 2 砂質シル ト 中 径 5nd程の黄色土粒を比較的多 く含む 災化物を着千含む

P4
埋± 1 10YR3 2 暗褐色 中 中 埋± 2の砂をブロック状に含む 10剛前後の大きめの炭化物をブロック状に多量に含む 鉄分を多く含む

埋± 2 10YR8/3 浅黄橙色 砂 中 プロック状の炭化物を若干含む 径 10鰤以下の小礫をわずかに含む

P5 埋± 1 5YR4/2 褐灰色 小砂 中 径 1～ 5 mmの黄褐色土粒、径 1～ 3 ma程 の炭化物、焼上を少量含む

P6
埋± 1 5YR3/ン3 暗赤褐色 径 1～ 5 mmの粗秒を若干含む 径 1～ 10awの 黄色土粒を少量含む 径 5 Bm以下の炭化物を少量含む

埋± 2 5YR4/3 にぶい赤褐色 中 中 径 1～ 5 naの粗砂を若干含む 径 1～ 10mmの 黄色土粒を少量含む 径 5面以下の炭化物を少量含む
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り状遺構は幅36clll、 長さ1.lmである。

北寄りの貼 り床上に焼け面がひろがり、主柱穴のP13の埋土に焼上が認められること、壁溝から焼けた土器片

が出上していることなどから第 3号竪穴住居跡は焼失住居と推定される。

第 3号竪穴住居跡の木面や覆土、柱穴の埋土からは弥生Ⅱb期の山王Ⅲ層式土器 (第 8図 1、 7)や石器 (第 7

図版21、 第8図版37、 第■図版67)が出上しており、この時期に属する住居跡と考えられる。

第 8号堅穴住居勧 (第 3図 )

第 8号竪穴住居跡はM区北寄 りで検出された。直径6.4m程の不整円形を呈し、残存する竪穴の深さは10～ 15

clll程である。竪穴住居跡の中央やや北寄 りに不整形の男褐色上のひろがりが検出され、多量の灰化物と焼土を含

んでいることから、炉跡と判断した。

主柱穴と推定される柱穴としてはPl、 P2、 P3、 P4、 P5、 P6の 6基が検出された。東西1.5m、 南

北3.5m程の長方形の柱配置をとると推定される。柱穴の深さは20～ 40clll程度である。

また、壁溝が南西側の壁際で幅30銅、長さ2m程にわたって検出されている。

第 8号竪穴住居跡は、覆土および柱穴の埋土から弥生Ib期の山王Ⅲ層式土器 (第 8図 14～ 16)や、スタンプ

状土製品 (第 22図 2)、 土偶の顕部破片 (第 22図 3)が出土しており、この時期に帰属すると考えられる。

第 8号竪穴住居跡は極めて浅かったため、精査の当初は、壁のたち上が りが捉えにくかった。しかし、床面が

検出されるとともに深い柱穴、炉跡が確認され、住居の構造が明らかにされた。第 2、 3、 8号竪穴住居跡はい

ずれも大規模に削平され、厚い洪水層である6層に覆われている。                 (氷 見)

2)配 石 遺 構

第 2号配石遺構

EttB G65・ 66区で検出された。南北1.4m、 東西1.7mが検出されている。配石の下部には深さ約30clllの ピッ

トが確認された。配石上部から晩期ⅣからV期 (第 13図 16)、 弥生Ⅱa期の鉢 (第13図 15)、 凹石が出上している。

3)溝  跡

第 7号溝跡 (第 5図、第 2、 3図版)

I区、 I南区、N、 K区、01～ 4区で検出された。K区北寄 りとN区では106層上面、K区東寄 りでは 7層

上面で検出され、10層 まで掘 り込んでいる。また、 I区、 I南区では 8層上面で検出された。長さ約140mにわ

たって北西から南東にかけてゆるやかに蛇行してのびる。

N、 K、 01～ 4区においては、幅約1.5～ 2m、 検出面からの深さは約 lmあ り、底面のレベルは標高約37

mではとんど差がみられない。埋土は大きく4つに区分された。埋± 1～ 3は砂質ツルト、埋± 4は粘土質シル

トである。底面は比較的平坦で壁は急傾斜で立ち上がり、埋± 3の下部を境に溝の壁上部はゆるやかにひろがる

ように立ち上がる。溝の上部と下部で壁の傾斜、埋上の堆積状況が大きく異なり、溝の改修が行われた可能性が

高い。埋土からは縄文時代晩期Ⅳ期～弥生Ⅳ期の上器、石鍬、土製紡錘車が出上している。

溝は I区、 I南区で南北約15m分が検出されている。溝の幅は 2～2.8mと ひろくなり、壁はゆるやかに立ち

上がる。埋± 1～ 3を確認している。埋± 1～ 3は ツルトであり、 8層 と類似している。埋± 1～ 3か らは秀生
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第 4図  第 2号配石遺構 (E区 )
Plan and sections of stone arrengement 2

第 5図  第 7号溝跡
Section of ditch 7

Ia、 Ⅱb期の土器が多量に出上している。

第 7号溝跡は、出土遺物の内容と106層上面で検出されたことなどから秀生時代前期に造営され、機能してお

り、秀生時代Ⅳ期には埋没したと考えられる。

4)上器埋設土境

第 6号土器埋設土壊 (第 6図 )

MttB H55区の 6層上面で検出された。土羨は長径65cll、 短径55cIIlの精円形を呈し、残存する深さは約15cmで

ある。弥生時代Ⅲ期の壷 (第 4図版12)が倒立した状態で埋設されていた。

出上した壺は全体に朱が塗布され、日縁部から頸部はミガキ、体部にはLR縄文が施されている。最大径は推

定で30ctllである。土器内部の上壌はにがい黄褐色の砂質ツル トで土羨の埋土に比べやや明るい色調をもつ。この

土壌に遺物は認められなかった。土器の風化がはげしく、取 り上げ後パラロイドB-72で保存処理を行った。こ

の土器は口頸部の膨らむ形態などから秀生時代Ⅱ～Ⅲ期に属すると考えられる。

土羨は埋設された土器よりもひとまわり大きく掘られており、その底面は 9層に達する。埋土は 2層が確認さ

れた。埋± 1は暗褐色の粘土質ンル トで黄褐色土ブロック、マンガンを含んでいる。埋± 2は暗褐色砂質シル ト

で炭化物を含んでいる。土羨上部は削平を受け、土器の底部は失われ、体部下半の破損も顕著である。

第 6号土器埋設土羨の下層で秀生工b期に属する第 8号竪穴住居跡が検出されている。さらにその東には第 8

号堅穴住居跡と同時期の第 3号竪穴住居跡が確認されていることから弥生工b期の居住域が埋没した後、この上

器埋設土羨が掘 り込まれたと考えられる。
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第 7号土器埋設土壊
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第 9号土器埋設土崚

第 3章 調 査 の 成 果

o              50cm

第 6図 第 6、 7、 8、 9号土器埋設土媛
Plans and sections of pit 6,7,8 and 9、 vith buried pottery

第 7号土器埋設土境 (第 6図 )

MttB G55区の 6層上面で検出された。長径70clll、 短径60cIIlの 楕円形を呈し、深さ約10clll、 埋土は暗褐色砂質

シルトである。弥生前期の高杯の脚部、あるいは蓋形土器のつまみ (第 6図版1)が土羨上部から出上している。

第 8号上器埋設土境 (第 6図 )

KttAV55区の 6層上面で検出された。弥生Ⅱb期の山王Ⅲ層式奏が合せ日の状態で埋設されていた。

土羨は長径55clll、 短径45cIIlの 精円形に掘り込まれ、深さ60cIIl程度である。土羨底面は10層に達している。埋土

1はにぶい黄褐色の砂質ツルトで白色粒子、黄褐色土粒を含む。埋± 2は褐色の砂層で10層に類似している。土

器の大きさとほぼ同じ大きさで掘 り下げられている。土器をすえた後、すぐに埋め戻されたと考えられる。

この合せ口土器棺は、下甕 (第 1号土器 第5図版 2)、 上甕 (第 2号土器 第 5図版1)と もにほぼ完全な形で出

上した。第 1号土器は体部上位に太い沈線で変形工宇文C2型が 4単位描かれている。口径26.4cm、 器高33.5cIIl、

最大径30.9clllである。底部には木葉痕がみられる。沈線内には朱が残存しており、彩色されていたと推定される。

外面には体部上半から底部にかけて炭化物が多量に付着している。焼成は良好だが内外面とも風化している。第

2号土器は体部上位に変形工字文C2型が施文されている。日径31.6cm、 器高33clll、 最大径36clllである。沈線内

および土器内面に朱が残存している。特に内面については体部上半から下半にかけて土器のおよそ半分をしめる
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部分に朱が付着している。さらに土器外面には炭化物の付着がみられる。体部にはいずれもLR縄文が施されて

いる。土羨には第 1号土器が直立して置かれ、その上に第 2号土器が第 1号土器の口頸部を覆 うようにかぶせら

れていた。

第 1号土器の内部の土壌を0.5111111目 のフルイを用いて水洗したところ、幼児の頭蓋骨破片と乳歯の破片が検出

された。骨片は土器の下半部の上壌中から検出されている。これにより第 1、 2号合せ日土器が小児甕棺である

ことが明らかとなった。

第 1次調査では秀生時代の墓域が第 8号土器埋設土羨の北側で検出されている。第 8号土器埋設土羨の検出に

よって弥生時代の墓域がV字溝を南へ越え、微高地中心部までひろがることが確認された。

第 9号土器埋設土境 (第 6図 )

EttBG66区で検出された。長径約30clll、 短径20clll程度の楕円形を呈する。深さ約20clllである。埋± 1は黒褐

色の粘土質ツル トでわずかに戊化物を含む。埋± 2は褐灰色の粘土質ツル トである。埋± 1、 2と もに10層 と共

通した責褐色土粒を含む。縄文を施された深鉢 (第 6図版 2)の体部下半から底部までが正立して出上した。

5)ピ  ッ  ト

ビット305(第 7図 )

KttAU62区 の 7層上面で検出された。10層を掘 り込んでいる。径約1.lmの円形で、深さ35clllである。埋土

1～ 7が確認され、埋± 1、 2は砂質シル ト、 3は粘土質ンル トである。埋± 4は薄い灰化物層であり、埋± 5

～ 7は粘土質シル トとツル トが交互に堆積する。炭化物の出土状態から貯蔵穴の可能性がある。弥生工b期の壷

(第 14図 4)、 甕 (第14図 3)、 晩期Ⅵ期の高杯 (第 14図 5)、 鉢 (第 14図 6、 11)が出上 してお り、ピット305は弥生

工b期に属すると推定される。

ビット306(第 7図 )

KttA S62区の 7層上面で検出された。10層を掘 り込んでいる。径約 lmの円形を呈し、残存する深さは約40

cIIである。埋土は 1～ 8が確認され、埋± 1、 2は シル ト、 3、 4は粘土質シル トである。埋± 5は薄い炭化物

の層である。埋± 6～ 8は粘土質シル トである。炭化物の出土状況から貯蔵穴の可能性がある。晩期Ⅵ期の鉢 (第

14図版10)、 晩期 V期の深鉢 (第 14図13)が出土している。また、弥生時代のものと考えられる鉢の破片 (第14図版

12)が出上しており、ピット306は縄文時代晩期から弥生時代初頭に属すると推定される。

ビット337(第 7図 )

KttA S・ A R60・ 61区の 8層上面で検出された。長軸 50clll、 短軸35clll程度の精円形を呈し、残存する深さは

9 cmである。埋土は褐色のシル トに10層由来の黄褐色土ブロックを含み、人為的に埋め戻されていると判断され

る。石製小玉 6点 (第23図 1～ 6)が土羨底部付近から出上 している。これらの点より上羨墓であると推定され

る。 8層上面で検出されていることから秀生時代以降に属すると考えられる。

ピット338(第 7図 )

EttB F・ B G60・ 61で検出された。10層を掘 り込んでいる。平面形は不整形を呈し、規模は南北約4.2m、

東西は最大で約 2mである。深さは最も深いところで60clll程度である。

埋± 1からは古墳時代前期の塩釜式に属する土師器の壷 (第 6図版16)の破片が出上している。
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Ｎ①

ピット306

第 7図 ピット305、 306、 337、 338、 339
Plans and secions of pit 305,306,337,338 and 339



ビット339(第 7図 )

E区 ピット338に よって上部を壊されている。残存する深さは約35cmである。土製小玉 (第22図 4)が 1点出土

している。                                              (大 場)

第 3節 遺 物

1)土  器

I区の 8、 9層、 I南区の 6～ 10層の遺物包含層、 I区試掘 トレンチの601層～611層および遺構から出上した

完形土器と個体認定可能な口縁部や、有文土器片・底部・台部・脚部を抽出し、土器の検討を行った。器形と装

飾の明らかな個体は280′くに達している。

a 縄文土器・弥生土器

属性表に記した「時期」と、土器型式との対応関係は以下のとおりである。縄文時代晩期Ⅲ期は大洞 Cl式、

Ⅳ期は大洞 C2式、V期は大洞A式、Ⅵ期は大洞 A′ 式の時期に相当する。 V期はさらに1965年 の調査成果 (伊

東他 1985)に もとづいてVa、 Vb、 Vcの 3期に区分した。また、弥生時代 I期は砂沢式の時期に相当する。

Ia期は青木畑式、工b期は山王Ⅲ層式である。Ⅲ期は寺下囲式、Ⅳ期は桝形囲式の時期に相当する。

「器種」は甕、深鉢、鉢、浅鉢、台付浅鉢、高杯、重、注目土器、蓋に大別 した。

「口縁部の特徴」は平坦口縁、平坦日縁に刻みまたは押圧、小波状口縁、山形波状口縁、平坦口縁に突起、山

形突起に大別した。

文様帯の名称は、日縁部装飾帯を I装飾帯、頸部を工文様帯、体部上半をⅢ文様帯、体部下半をⅣ文様帯、底

部あるいは台部、脚部をV文様帯とした。変形工字文については、A、 B、 C、 Pの 4類型に大別し、さらに、

須藤の分類に従い、A型を 4類型に、 C型を 6類型にそれぞれ細別した。ただし、変形工字文 C3型は王字文と

して分類した (須藤 1976、 90)。

抽出された縄文土器には晩期Ⅲ期から晩期Ⅵ期までの資料が含まれている。

晩期Ⅲ期の資料は、K区第 7号溝跡から 1点出上している (第 10図 26)。 小波状日縁の鉢で、体部に雲形文が施

されている。

晩期Ⅳ期の資料は F・ M区第 2、 3号竪穴住居跡、 E区 ピット258、 I区試掘 トレンチから、深鉢・鉢・浅鉢

が出土している。浅鉢は、平坦口縁に低い突起が付され、体部に雲形文が展開する (第 13図 19)。

晩期V期の資料は、 F、 M区第 2、 3号竪穴住居跡、M区第 8号堅穴住居跡、K区第 7号溝跡、 E区 ピット

306、 I区遺物包含層 9層、 I区試掘 トレンチにおいて深鉢、鉢、台付鉢、台付浅鉢、高杯、壷が出上している。

深鉢は口縁部が軽く外反し、平坦口縁に押圧、刻みが施されたものが主体である。第20図 8は、平坦口縁に押圧

が施され、体部に匹字文が展開する深鉢である。鉢には、工字文 (第10図 23、 24)、 匹字文 (第 19図 12、 第20図 10)

が施文されている。台付浅鉢には、体部と台部に匹字文が施されている。第 8図 2は、体部に押圧隆帯が施され

ている。第 6図版14は、体部に匹字文が施され、底面に 4つの脚が付された鉢あるいは浅鉢である。第 6図版 9

は、工字文が展開する台部である。内面には漆と植物質の付着物が残存しており、漆を入れる容器として使用さ

れたと推定される。第19図 14は、体部に変形工字文A2型が施された高杯である。壷の体部上半に工字文 (第21

14
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図 1、 2)、 変形工字文P型 (第 20図版13)、 匹字文 (第 16図 8、 第19図 20)や、沈線内に刺突 (第 18図 2)を施した資

料が出上している。

晩期Ⅵ期の資料は、 F、 M区第 2、 3号竪穴住居跡、M区第 8号竪穴住居跡、K区第 7号溝跡、E区 ピット

254、 K区 ピット305、 306、  I区遺物包含層 9層、 I南区遺物包含層 9層、 I区試掘 トレンチから、甕、深鉢、

鉢、浅鉢、高杯、重が出土している。鉢には、変形工字文A型 (第14図 5)が施されている。第 9図 4は、体部

に変形工字文Al型が施文された浅鉢である。高杯は山形突起を有し、体部に匹字文 (第 2図 18)や変形工字文

A型 (第 9図 19)が施されている。また匹字文 (第 16図 6)の施された脚部が出土している。第10図 13は、平行沈

線文が施された壷の口頸部資料で、日縁部に低い突起が付されている。

弥生時代の資料は、 I期～Ⅳ期のものが出土した。弥生 I期の資料は、 F、 M区第 2、 3号竪穴住居跡、K区

第 7号溝跡、 I区遺物包含層 8層から甕、深鉢、鉢、高杯が出上した。鉢には変形工字文Cl型 (第 15図 13)が

施されている。第 6図版 5は、平坦口縁に二個一対の山形突起を付した鉢で、変形工字文A2型が 4単位展開す

る。第19図 2は、高杯の脚部で、変形工字文Cl型が施文されている。

弥生時代Ⅱa期の資料は、 F、 M区第 2、 3号竪穴住居跡、M区第 8号竪穴住居跡、K区第 7号溝跡、E区第

2号配石遺構、 I南区遺物包含層 9層、 I区試掘 トレンチから奏、深鉢、鉢、高杯、壷が出上している。第15図

5は、外弯する日頸部に鋸歯文が展開する深鉢である。この深鉢は青木畑式に属する。鉢 (第 10図 8)には変形

工字文Cl型が施されている。高杯には、体部に変形工学文Cl型が施される資料 (第 10図 10)や、脚部に波状

文 (第 8図 15、 22)カミ施される資料がある。第 4図版11は、体部に重層する変形工字文Cl型が施された壺であ

る。

弥生時代Ⅱb期の資料は、 F、 M区第 2、 3号竪穴住居跡、M区第 8号竪穴住居跡、 I区第 8号溝跡、K区第

7号溝跡、K区ピット305、 I区遺物包含層 9層、 I南区遺物包含層 9層、 I区試掘 トレンチから、養、深鉢、

鉢、高杯、壷、蓋が出上している。第 5図版 1・ 2は、K区第 8号土器埋設土羨出上の合せ口土器棺である。第

1号土器 (第 5図版2)は、日頸部に三角連繋文が、体部上半に変形工字文C2型が、体部下半には横走縄文が

施文されている。第 2号土器 (第 5図版1)は体部上半に変形工字文C2型、下半にLR縄文が施される。第 1

号土器、第 2号土器ともに、器面には朱が塗布され、炭化物が付着している。鉢には変形工字文C2型 (第 6図

版3)を施した資料や、口頸部がかるく外反し、内彎する体部をもつ資料 (第 4図版■)がある。第 6図版 3の鉢

は、器面に朱が塗布されている。高杯は、体部に変形工字文C2型 (第15図 4)、 垂下文 (第 12図 2～ 5)、 王字文

(第 12図 6)、 波状文 (第10図 2)、 沈線にそった刺突文 (第 9図 1)が施されている。脚部には波状文 (第 8図 15)、

垂下文 (第 6図版4)が展開する。蓋は体部が直線的にひろがり、LR縄文を施した資料 (第 10図 3、 4、 第4図版

7、 8)が出土している。

弥生時代Ⅲ期以後の資料は、K区第 7号溝跡、 I南区遺物包含層 6、 9層から、深鉢、鉢、高杯、壷が出上し

ている。第 4図版12(第 6号土器埋設土羨出土)は、秀生Ⅲ期の壷で、頸部がかるくふくらみ、体部にはLR縄文

が施されている。頸部全体がみがかれているが、日縁部と頸部の境付近為よび、顕部と体部の境は入念なミガキ

が施されており、特徴的である。類例は、官城県青木遺跡出土土器 (伊藤 1960)にみられる。弥生Ⅳ期の桝形

囲式鉢、高杯には連弧文が施されている (第 10図 32)。 第 9図 26は弥生Ⅲ期の底部資料で、同心円文が施され、器

面には朱が塗布されている。 (須藤、坂田、京野)
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第 13図  山王囲遺跡出土土器拓影
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第 15図  山王囲遺跡出土土器拓影
JOmOn and Yayoi pottery from the SannO― gakoi site
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第 17図  山王囲遺跡出土土器拓影
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b土 師 器

EttB F・ B G60・ 61区 ピット338よ り塩釜式の壷の顕部から体部下半にかけての破片が出上した (第 6図版

16)。 器厚は薄く、外面にミガキが施されているが、内外面とも風化がはげしい。体部は球形で頸部は短 く直立

する。口縁部は破損しているが、複合口縁と推定される。

2)土 製 品

a 土   偶 (第22図 3)

M区第 8号竪穴住居跡の柱穴 5か ら出上した。中実上偶の顕部と考えられる。胴部との接合部分に凹みが、ま

た頭部との接合部には接合痕が観察される。

b 土   版 (第 22図 5)

I区試掘 トレンチ610b層から出土した。両面に弧状の沈線文が施され、全体はナデにより仕上げられている。

c スタンプ状土製品 (第 22図 1、 2)

M区第 8号竪穴住居跡から 1点、K区 8層から 1点の計 2点が出土している。第22図版 2は把手部を欠損して

いる。全体をナデで調整し、円盤部は比較的厚く、下面はかるく摩くらんでいる。第22図版 1は全体がナデで仕

上げられており、下面は平坦である。

d 土製紡錘車 (第 22図 6)

K区第 7号溝跡埋± 2か ら出上した。中心に径 4 11ullの焼成前穿孔がみられる。両面ともに中心から放射状に 5

本の沈線が施され、その間に短い沈線がほば等間隔に連続して両面および側面に加えられている。

e土 製 小 玉 (第 22図 4)

E区 ピット339で出土した。長さ65111111、 長径 10811ull、 短径95tlullの 円柱で、側面に幅 l llullの浅い縦筋が 9条施され

ている。中央に径 2 111tll程 の貫通孔を有する。全体はナデで仕上げられている。         (鈴 木、大場)

3)石   器

E、 I、 I北、 1南、 K、 N区の遺物包含層、 I区試掘 トレンチおよび遺構から出土した石器のうち定型的な

石器、加工の明瞭な石器を対象とし、それらについて属性を抽出、検討した。対象とした石器は計81点である。

石器の器種認定基準は基本的に1995年度の報告に従い、新たに認められた器種については認定基準を設け、分

類、記述した。

石   鏃 (第 7図版 1～ 36)

36点を抽出した。有茎鏃 (第 7図版 1～ 33)が 33点 (917%)、 無茎鏃 (第 7図版34～36)が 3点 (83%)み られる。

長さ12～ 4211ull、 重量0.3～28gと 形態、大きさは多様である。両面全体に二次加工が施されたものは26点 (72.2

%)、 片面の全体ともう一面の縁辺に二次加工が施されたものは 7点 (194%)、 両面の縁辺のみに二次加工が施

されたものは 3点 (83%)である。石材は鉄石英が最も多く24点 (667%)、 以下頁岩 7点 (194%)、 碧玉 3点 (8

3%)、 珪質凝灰岩 2点 (56%)である。第 7図版 18、 19、 20、 28の≧部には微量のピッチが付着しており、着柄

の痕跡と考えられる。使用の際に生じたと考えられる基部・先端部の折れや衝撃剥離は基部 7点、先端部 4点、

先端部・基部 8点の計19点 (50,3%)に 認められる。

30
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第22図  山王囲遺跡出土土製品

4a〈
〔g,》

幽
4b

0                    5cm

―

ヨ

NQ 出土地点 遺 構 層 位 時期 種 計測値 (cll) 重 さ 付着物 備 考 写真配

1 K 包含層 スタンプ状土製品

長

幅

厚
無
スタンプ状の上製品で装飾はみられない 全体はナデで
仕上げられている

2}10

2 M 第 8号竪穴住居跡 弥生 スタンプ状土製品

長
幅
厚

875 無

スタンプ状土製品と考えられる 上部は破損している
下部の円盤状になっている部分は九みをおびている 全
体はナデで仕上げられている

27つ

3 M 第 8号竪穴住居跡
柱穴 5

弥 生 土偶

長

幅

厚
166 延

ヽ

中実上偶の首と考えられる 装飾はみられずナデ仕上げ
である 胴との接合部に凹みが観察され、頭部との接合
部にも接合痕がみられる

276

E ピット339 理± 1 土製小玉

径
径
さ

長
短
長

無

円柱形を星し、中央に径 2 nt程の貫通孔があけられてい

る 側面には刻みが施されている 全体はナデで仕上げ
られている

2711

5 I 試掘 トレンチ 610b 晩期 土 版
長さ 554
幅  537
厚さ ユお

462 虹
¨

小判形と推定される土版 両面に 4本の沈線で半円が槽
かれている 全体はナデで仕上げられている 248

6 K 第 7号溝跡 埋± 2 弥 生 紡錘車
３７
蝦

径

さ

直
厚

健
〔

円盤形を星し、中央に径 4 uld程 の焼成前穿子Lがみられる

両面および側面に沈線による装飾が施されている
277

Clay obiect frOna the Sanno― gakoi site



石   錐 (第 8図版37～ 41)

5点が出上しており、全て明確なつまみを有する。第 8図版38～41には最終剥離面が残存し、また38には自然

面が残されている。石材は鉄石英が 3点で、碧玉と頁岩がそれぞれ 1点ずつである。錐部先端の破損は 4点に認

められ、使用時の破損と考えられる。

不定形石器 (第 8図版42、 43)

第 8図版42は横長剥片の末端に二次加工が施されており、背面の一端には連続した微小剥離痕がみられる。ス

クレイパーの一種と考えられる。石材は鉄石英である。第 8図版43は縦長の剥片を素材とし、主に腹面からの急

角度の二次加工により整形されている。腹面側にも先端部を中心として二次加工が認められる。石材は鉄石英で

ある。

異 形 石 器 (第 8図版44)

第 8図版44はノッチ状の凹部を有するが、凹部以外の周辺部分の両面に二次加工が施されている。入念に調整

されていることや、他の剥片石器にはみられない責色のデイサイト質凝灰岩が用いられていることなどから異形

石器に分類した。

チョッピング トゥール (第 8図版45)

礫を素材とし、両面からの連続した剥離により刃部を作り出した石器をチョッピングトゥールと分類した。第

8図版45は安山岩製であり、痛平な礫の縁辺に両面から連続した剥離が施され半円状を呈する。

円盤形石器 (第 8図版46、 47、 第9図版48～ 50)

5点が出土している。いずれも周縁に両面からの剥離による整形がなされ、直径は55～ 7711ullの 円盤形を呈する。

石材は第 9図版50が安山岩 (200%)で、他の 4点 (800%)は デイサイ トである。第 8図版46、 47、 第 9図版50

は剥離面や自然面に不明瞭な敲打痕が観察される。これらの石器は形態、大きさ、石材の点で類似している。

石   核 (第 9図版51、 52)

2点を抽出した。第 9図版51、 52は頁岩である。51は打面を固定せず頻繁に打面転移を繰 り返して自然面を除

去している。52は平坦な自然面であるe面を打面とし、 a面から数回の剥離が行われている。

環 状 石 斧 (第 10図版53)

中央部に貫通孔を有し、周縁に刃部が作り出された円盤状の磨製石器を環状石斧に分類した。第10図版53は琲

岩製である。半分が欠損しているが、直径は約 1 1011ullである。全体は丁寧に磨かれているが、一部に整形の際の

敲打痕が残されている。中央の貫通孔は直径約3111ullで あり、両面から穿孔されている。刃部には使用の際に生じ

た微小剥離痕が認められる一方、剥離によってノッチ状に作り出された部分が観察される。

磨 製 石 斧 (第 10図版54～ 57)

4点が出上している。第10図版54、 56、 57の 3点は刃部が欠損しているが、いずれも稜形を呈すると考えられ

る。第10図版55は使用の際に刃部側からの衝撃剥離によって破損したと推定される。平面形および断面形から判

断すると刃部は蛤刃で、全体は短冊形を呈すると考えられる。第10図版56は折れ面を打面として数回の剥離が加

えられており、表面が大きく失われている。石材は第10図版55が焼灰質頁岩 (25,0%)であり、他 3点 (750%)

は研岩である。
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石   鍬 (第 10図版58)

K区第 7号溝跡から出土している。第10図版58は全体が敲打によって整形され、中央部には一定方向の擦痕が

認められる。刃部および側縁からの剥離、基部の折れにより形が大きく損なわれているが、杓子状を呈すると考

えられる。この石器は敲打によって整形されている点で一般の打製の石鍬とことなるが、その形態から石鍬とし

て分類した。石材は安山岩質凝灰岩である。

凹   石 (第 11図版59～ 72、 第12図版73～ 79)

21点を抽出した。石材は安山岩10点 (47.6%)、 デイサイ ト10点 (47.6%)、 デイサイ ト質溶結凝灰岩 1点 (48%)

である。大半の凹石には a、 c両面に敲打痕の集中が認められる。 (第11図版59～ 72、 第12図版73、 75～79)ま た敲

打痕の集中を a、 c両面に加え、他の面にも有するもの (第 11図版61、 66、 70、 第12図版78)や、 a面のみにもつ

もの (第12図版74)が認められる。重量は280～ 1790gで 500～ 700gに ピークがみられる。 4点に縁辺に破損が観

察される。第11図版 61、 63、 68、 第12図版73の 4点はE区第 2号配石遺構から出土している。

石   皿 (第12図版80、 81)

2点を抽出した。第12図版80は軽石質デイサイ ト質溶結凝灰岩製であり、大型で三角形の自然観を素材として

いる。 a、 c両面の中央部に浅く凹んだ磨面をもつ。第12図版81は多孔質のデイサイ ト質褒灰岩製である。 a面

に、ほぼ平坦な磨面をもち、 c面にはわずかに敲打で整形した痕跡が認められる。全体のおよそ 3分の 1が欠損

している。

4)石 製 品

石 製 ′卜玉 (第23図 1～ 6)

石製小玉がK区 ピット337か ら6点出土している。これらは大きさ、石材の点で 1～ 4と 5、 6の 2つに分け

ることができる。1～ 4は蛇紋岩または軟玉製で、直径7.2～ 7 311Mll、 厚さ4.0～ 4.511ull、 重量0.31～ 0.37gである。

5、 6は角閃石の一種であるスカルソ製で、直径5.2～ 5 811ull、 厚さ2.7～ 3.3tlllll、 重量0,07～0.Hgである。 4は

約2/3が欠損している。いずれも研磨により整形されており、特に 1～ 4には明瞭な擦痕がみられる。孔はいず

れも片側から穿孔されている。

山王閣遺跡出土石器の石材を検討すると、器種ごとに石材が選択されていたことがうかがわれる。石鏃、石錐

などの剥片石器は鉄石英や頁岩が用いられているのに対して、円盤形石器、礫石器は安山岩やデイサイ トを素材

としている。これらの石材は遺跡周辺で入手することが可能である。環状石斧、磨製石斧には主に動岩が石材と

◎ Gの ◎ G③ ③ □◎
3

日 《 ◎ 9◎  ◎ 0◎
5               6
0                    5cm

第 23図 山王囲遺跡出土石製品
Stone implement froni the Sanno― gakoi site
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No 器  種 出 土 地 点 遺  構 層 位 石    材 直径 (al) 孔径 (mm) 厚さ (mm) 重量 (g) 写真 No

l 石製小玉 K‐AS AR60 61 ピツト337 埋 土 蛇紋者または軟王 45/31 27-12

2 石製小玉 K‐AS AR60 61 ピット337 埋 土 蛇紋岩または軟王 32/25
3 石製小玉 K―AS AR60 61 ピット387 埋 土 蛇紋岩 または軟玉 41/23
4 石製小玉 K―AS AR60 61 ピツト337 埋 土 蛇紋岩または軟玉 27-15

5 石製小玉 K‐AS AR60 61 ピット337 埋 土 スカルン 31/25 007

6 石製小玉 K―AS AR60 61 ピット387 埋 土 スカルン 28/′ 25 27‐ 17



して使用されている。吟岩は奥羽山系ではみられず、北上山系、阿武隈山系で産出することから、北上川左岸の

地域からもたらされたと考えられる。                       (熊 谷、鹿又、西井、丹羽)

5)木 製 品

a 堅   杵 (第 24図 1)

I区試掘 トレンチ611層から出土 した。握部は径3.5伽、掲き部は長さ24cIIl、 径5.4clllで ある。クヌギの丸木を

削 り込んで握部を作 りだしている。掲き部には樹皮が残存している。掲き部先端は摩滅しており、使用の痕跡と

考えられる。

b加 工 材 (第 24図 2)

I区試掘 トレンチ611層 から出上した。長さ30clll、 幅20clll、 厚さ35～ 6 cIIlの板状を呈する。表面を粗く削 り、

一面は中央部が盛 り上がり、他面を平坦に作 りだしている。皿形容器などの未成品と考えられる。   (大 場)

6)動物遺存体 (PL 28-3～ 12)

山王囲遺跡出土動物遺存体種名表

哺乳綱 MAMMALIA

ウシロ (偶蹄目) Artiodactyla

ンカ科  Cervidae

ニホンジカ Ceryvsコ巧9pon Temminck

山王囲遺跡第 2次調査において、 I区北壁に設けた試掘 トレンチの610、 611層 (縄文時代晩期V期 )、 I南区第

7号溝跡埋± 3(弥生Ⅱ期)お よび第 3号竪穴住居跡に伴 うと推定される 2号炉跡 (弥生Ⅱ期)内埋土から動物遺

存体が出上した。資料の同定・登録は 3 cIIl以上の資料について行った。

2号炉跡内埋土及び I区北壁際の試掘 トレンチから土壌の一部を採取し、水洗フルイを行った結果、動物遺存

体の微細な破片が採集された。これらの破片は熱を受けて白色に変化し、細片化してお り、同定は困難であった。

緻密質の部分と海綿状の部分がみられ、大半は哺乳類であると考えられる。

I南区第 7号溝跡埋± 3(方生Ⅱ期)か ら哺乳類の大腿骨近位端の大腿骨頭の一部と考えられる破片が出上し

た。熱を受け、白色に変化している。一部しか残存していなかったため、種の同定はできなかった。

I区北壁際に設定した試掘 トレンチの610層 (縄文時代晩期V期)か ら出上した動物遺存体は水漬けの状態で埋

存していたため、脱灰がすすみ、脆弱で保存状態は不良であった。表面の一部に青 く変色している部分が認めら

れたが、これは地下水によって供給された鉄分と骨中の燐分が反応して、藍鉄鉱 (Vi� anite Fe3P208・ 8H20)が

生成されたためと考えられる (松井 1984)。 ニホンジカ CeryLISヱ判9pOn Temminckの左下顎骨、左上腕骨骨

幹部、左胚骨骨幹部、左下顎の第 1,第 2大田歯、第 3大臼歯のエナメル質部の破片、ニホンジカあるいはイノ

ツシに相当する哺乳類の四肢骨骨幹部の破片が同定された。

今回の調査で出土した動物遺存体資料にはニホンジカなどの遺存体が含まれてお り、周囲の丘陵地などで狩猟

活動が行われていたことがうかがわれる。                             (氷 見)
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第 24図  山王囲遺跡出土木製品
Wooden manufacture frona the Sanno― gakoi site

第 3章 調 査 の 成 果

l竪杵 2加工材
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第 2次調査では極めて重要な成果が多数えられた。縄文時代晩期の集落構造については、第 1次調査の成果か

ら、自然堤防のほぼ中央部、最も標高の高いK区での遺構のひろがりを追求した。その結果、第 1次調査区の東

側と北側において、晩期後半の柱穴群、土羨群のひろがりが確認された。これらの遺構群の分布状況から、縄文

時代晩期後半の集落は、なお調査区の南と西北にひろがることが切らかになった。また、自然堤防の西北側の低

湿地にかかる方生時代の溝を断ち割って試掘調査を行った結果、低湿地に堆積した包含層から晩期V期からⅥ期

にかけての土器、木製品、植物の種子などが層位的に出上した。そして、この I区付近が、晩期後半における集

落の】ヒ西の限界であることが明らかになった。

また、時期は確定しなかったが、自然堤防中央北よりのE区北東部では多数のピットが検出され、晩期後半の

土器が出土している。この地域から昭和40年に調査された自然堤防北端の泥庚層にかけて、晩期中葉から後半の

遺構群がひろがっていることが予想される。そしてこの自然堤防上に、時期を若干異にして複数の居住域が営ま

れたことが推定される。全体としては極めて規模の大きな晩期縄文集落である。

今回の調査では I区の溝の一部を掘 り下げた結果、低湿地堆積層から晩期 V、 Ⅵ期の上器とともに多量の植物

化石と若千の木製品がえられている。ことに晩期末の包含層611層から竪杵が 1点出土した。全長が推定60011と

小型であるが堅いクヌギを用い、握 り部を削り込んで整形している。先端は激しい使用によって丸く摩滅してい

る。縄文時代晩期後半の包含層からの出土であり、極めて重要な資料といえる。

さらに、晩期終末の610b層から大洞A、 A′ 式上器とともに 5粒のヒエ、アサの大型植物化石が出上しており、

と工、アサの栽培がこの晩期終末までさかのぼる可能性を指摘できる。

さらに今回の調査でえられた最も重要な成果として、弥生時代前期集落を区画する大規模な人工溝の発見があ

げられる。この滞は I区からN、 K区にかけて北西から東南にのび、その東南端は、長崎川に近い山王神社の東

側まで確認されている。溝幅は1.5～ 2m、 深さは検出面から約 lmあ り、長さH2mにわたってゆるやかに蛇行

して掘削されている。

溝の底面は、ほとんど深さに差がみられない。両壁は急斜面に掘 り込まれ、「 V字溝」である。埋土は、大き

く4層に区分された。また、溝の上部で壁のたちあがりがゆるやかにひろがっており、滞の改修が認められる。

この溝は、出土土器の内容から、秀生時代前期 I期 とⅡa期に機能し、Ⅱb期の新しい段階には廃絶したと推定

される。

溝の北側のE、 M区では第 1次調査で検出した第 2、 3号竪穴住居跡の調査が、引き続き行われ、その住居構

造の変遷がほぼ確認された。第 2号竪穴住居跡は、径5.6mの不整円形で 5本柱である。中央に径約 lmの地床

炉をもつ。壁溝が確認されている。第 2号竪穴住居が拡張、改修され、第 3号竪穴住居が造られている。この 3

号竪穴住居は径約 8mの不整円形を呈し、やはり5本柱である。炉跡 1基をもつ。壁溝がめぐる。この第 2、 3

号竪穴住居跡の西側、約 2m離れてやや小型な 8号住居跡が発見された。径6.4mの不整円形のプランをもつ。

6本柱で、壁溝が確認されている。

これらの 3棟の竪穴住居跡の床面、柱穴、覆土から弥生時代前期後半の山王Ⅲ層式上器が出上しており、いず
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れの住居も前期後半に営まれたと推定される。

M区では、第 2、 3号竪穴住居跡の西側約 lm離れて朱塗りの大型壷 1点が土羨に埋設された状態で出土した。

土器は日顕部にかるい膨らみをもち、全体に緻密な縄文が施され、朱の彩色が施されている。糸生時代中期前葉、

Ⅲ期の埋設土器と推定される。

K区弥生時代溝の西側、推定居住域の外側で弥生時代前期後半の山王Ⅲ層式期の合せ口埋設土器 1基が検出さ

れた。径45～ 55clll、 深さ60cIIlの上羨に高さ33.5911、 最大径30,9clllの 甕と高さ33clll、 最大径36911の甕が合せ口で埋

設されていた。下甕の中の上壌をすべて水洗いした結果、 2、 3歳の小児の下顎骨、頭蓋骨の破片、歯が検出さ

れた。この資料から、このような合せ口土器棺が小児甕棺であることが確認された。秀生時代の埋設土器がこの

他に 1点検出された。

古墳時代前期の複合口縁の塩釜式大型壷がE区のピット338か ら1点検出され、山王囲遺跡の所在する自然堤

防が古墳時代前期にも生活の場として利用されていたことが確認された。

このように、今回の調査で弥生時代前期の集落と縄文時代晩期後半の集落の実態が極めて鮮明に把握できるよ

うになった。また I区第 8号溝跡上層からは山王Ⅲ層式の新段階の上器群が一括で抽出し、その型式変遷が確認

された。さらに下層の泥炭層からは多量の植物遺存体と竪杵とみられる木製品 1点、加工材 1点が出上しており、

その供伴土器から縄文時代晩期の極めて重要な資料となった。 (須藤・大場)
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付章 1 山王囲遺跡におけるレーダ探査の成果

安達 三郎 (東北工業大学)、 宇野 亨 (東京農工大学)、 何 一偉 (大阪電気通信大学)

は  じ め に

一迫町教育委員会と東北大学文学部考古学荻室による発掘調査に先立ち、平成 7年 8月 20日 から5日 間レーダ

による探査を行った。ここではその結果の一部と、その後検討した成果について報告する。

第 1節 探 査 結 果

探査実験は第 1図に示すように、各調査区に50clll間 隔の測線をとり、第 2図に示す 5つのアンテナを持つ′ミィ

スタティックパルスレーダを用いて測定を行った。

Trenches and measuring lings

測定結果の一部を第 3図に示す。第 3図 a、 bは

それぞれ調査区 F、 G内の測線 3お よび測線 8にお

ける垂直断面の一例である。ただし右端が開始位置

である。 F区には、比較的深い位置に孤立した遺物

の反応が、G区には連続的な反応が見られる。第 4、

5図は、F、 Gの水平断面であり、各時刻でのイメー

ジである。この結果からもF区には、比較的深い位

置に弧立した遺物が、G区には比較的浅い位置に、

広範囲な遺構があるものと考えられる。ただし、第

4、 5図では左端が測定開始位置、上端が測線 1と

38

第 2図  バイスタティックパルスレーダシステム
Bistaic pulse rader system
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付章 1 山王囲遺跡におけるレーダ探査の成果

第3図  アンテナ♯3の受信電圧 (a) 測線3(b)測 線8(b)
Received voltages of antenna ♯3 (a)Trench F, Line3 (b)Trench c, Line8
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F区 ,ア ンテナ3,3 7nsec～ 17 4nsec

第 4図  ア ンテナ 3で受信 された F区の水平断面図
Time― shce signalimages Of trench F received by antenna 3
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その他の発掘区では際立って強いイ
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F区 ,ア ンテナ3119.3nsec～ 33.Onsec

第 5図  ア ンテナ ♯3で受信 された F区の水平断面図
Tirne― slce signalimages Of trench F received by antenna3.
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第 6図  ア ンテナ 3で受信 された G区の水平断面図
Tirne― shce signalimages of trench G received by antenna3
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付章 2 山王囲遺跡の地形的環境

阿子島 功 (山形大学)

第 1節 山王囲遺跡の立地環境の地形学的な問題点

山王囲遺跡の特徴のひとつは1964～65年の発掘調査 (旧小学校体育館の部分の深掘り)の際に、深さ1.5mを越す

泥炭層から保存状態のよい縄文晩期の木製品、漆加工品、繊維、骨角器などが多数発見されたことである。この

ことが1971年に国史跡の指定をうけることになった根拠の重要な部分である。

1948年～1996年の間の継続的な調査によって、山王囲遺跡は微高地～低湿地にかけて広がる、縄文時代晩期、

秀生時代、奈良時代などの複合遺跡であることが明かにされつつある。実は、前述の深い泥炭層 (縄文晩期の遺

物包含層)は、みかけ上、微高地側にあったことが、地形学的には重要な問題であった。

山王囲遺跡は、北上川支流一迫川にそって旧北上川河日から約65km上流に位置している。ここでの沖積低地の

幅は約6km、 沖積層の厚さは最大約15mである。北上川本川にそっては、河日から約50kmの、一関～花泉間にお

いて地表下19.5m(海水面-3m、 」R気仙沼線鉄橋の橋脚下)か ら縄文早期末の埋没遺物が発見されてお り (小野寺

1970)、 ここでの沖積層の堆積には縄文前期頃のいわゆる縄文海進の海水準面上昇の影響が及んだと考えられた。

したがって、一迫町真坂付近にも同様に海水準変動の影響が予想された。上流域でも、縄文時代前期の高海水準

期には堆積が、縄文後晩期～弥生時代の低海水準期には離水が、さらにその後は谷埋めがおこりやすいと考えら

れる (阿子島 1968 p.210の注 8)。

1994年度山王囲遺跡保存活用基本計画策定案にもとづいて、今回調査の目的は①縄文時代集落の構造を明らか

にする、②遺物を包含している泥炭層の分布と保存状態を明らかにする、③泥炭層の植物遺存体の分析によって

縄文時代晩期の自然景観を明らかにする、などである。このうち、①②は、同時に山王囲遺跡の立地する微高地

～低湿地の微地形と遺物包含層の形成過程、縄文時代～秀生時代の海水準微変動の影響の有無を検討することに

もなる。

さらに具体的にいえば、縄文時代晩期～弥生時代前期の山王囲集落の景観復原の問題にかかわって、

a.住居の広が りは、微高地の頂上から下限がどこまでか。

b.厚い泥灰層は微高地のなかにわずかにいりこんだ微凹地にあると推定されるが、当時の定常的な低湿地の上

限範囲はどこまでか。遺物包合層である泥炭層は、水深のある捨て場か、陸上の生活面で捨てられたものが

後に湿地になったのか。

c.縄文時代晩期～秀生時代にかけての微凹地の埋没過程。縄文時代晩期～弥生時代にかけて集落は洪水を被っ

たか。それは自然堤防の形成過程を復原することでもある。自然堤防は、従来、洪水のたびに成長すると説

粥されてきたが、いつどれぐらいの速さで成長 しているのかは実はよくわかっていない。沖積世の海水準微

変動に関連して形成された歴史的所産である可能性もある (阿子島 1980他 )。

註 1 -迫町簡易水道水源のボーリング (昭和40年)では地表下93mま で粘土質砂礫で以下角礫凝灰岩、慶泉堂医院 (昭和36

年)では148mま で砂オJ、 以下土丹 (以上は昭和40年頃一迫町役場狩野次義氏のご教示による)。 旧一迫小学校】ヒ西プール地点におけ

る調査ボーリングNo l(1997)では地表下1325m以下15,28血 まで環灰質粗粒砂岩である。
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第 2節 山王囲遺跡の立地する微地形と土層区分

遺跡は、一迫川と長崎川の間にある微高地 (自然堤防)を中心にひろがつている。この微高地は山王神社～給

食センターを尾根として、南側の長崎川河床より最大約 3m高い。

この微高地は表面を洪水ローム (f100d lo:漱 )におおわれている砂礫堆である。洪水ロームのなかに包含層が狭

まれている。 トレンチごとの上層区分と記載は別項にゆずる。現在は確認調査の途中段階でもあり、ここでは遺

跡の全体像復原にかかわる微地形と土層区分の考え方について、作業仮説を含めたシナリオとして述べたい。

1)微高地の平面形

】ヒ縁 (小学校跡地の北側の住宅と畑地の北縁の旧道～あやめ園)ヤよ、一追川の側亥J崖と考えられる、封ヒに凹の、 2つ

の弧形の段差である。その比高は lm程度である。このうち東側の弧形の侵蝕崖は後述の男治大学実測図 (図 2)

では現在の山王池のところでは明瞭であるが、その東半部はやや不明瞭で池をつくるときにすこし強調されてい

るようである。その原形は1985年発刊山王囲遺跡調査図録の図版 1-3に写っており、ごく緩い段々の水田であ

る (畦の平面形は北に凹のPJK形である)。

西縁 (山王橋の北側～歴史民俗資料館～プール)は、長崎川の河道跡と考えられる段差である。比高数10clll程度で

ある。南東縁は、長崎川の滑走斜面状のごく緩い斜面であり、河床から頂部までの比高は約 3mである。

この微高地の広がりは東西約350m、 南北約150mであり、北側をかつての一迫川河道に、南側を現在の長崎川

の河道に、西側をかつての長崎川の河道に縁どられている。微高地の東縁のぎおん橋付近で、かつては一追川と

長崎川とが合流していたことがあったと考えられる。

2)微高地のなかの微起伏

微起伏の詳しい測量図として、等高線間隔05m、 縮尺1/400の測量図が明治大学による1962年の調査の際に作

成されている (第 2図 )。 この実側図によれば、山王神社～給食センターを尾根とし、その東西両側がわずかに低

い。測量図では頂部は畑、尾根の西側 (小学校校庭～体育館=後の東北大学発掘区=)は、水田であった。さらに現

給食センターの位置に尾根を横切るように小さな水田が食い込んでいる。また山王神社南側の長崎川滑走斜面に

現河道方向に平行な細長い凹地が描かれている。

大正 5年測 1:50,000地形図 (第 1図)では高度40m等高線が微高地を表している。長崎川の川の字が重なっ

ているが、まとまった畑記号はない。長崎川ぞいの針葉樹記号と小学校北側の畑記号が微高地を表している。

3)土層区分のあらまし

土層の層序の大区分として、上より下へ 3層ある ;新 しい盛り土 (小学校校庭や遺跡整備のための盛り上でごく新

鮮な山土)//洪水ローム層 (縄文時代、弥生時代、平安時代の包含層を含む。シルト層を主とし、一部に砂礫のレンズ層を

註 2 洪水でもたらされたF― ム。ロームは 〈砂 シルト 粘土)の配分比によって特徴づけられる土壌の粒度分類のひとつ

の範囲である。関東ローム層は同時に火山灰起源であるため、成因を含む地層呼称となったが、ロームは本来は粒度組成のみ

を意味する。



明治大学 1902'実 測図の縮図

第 1図  大正 5年測 1:50,000地 形図×2倍
山王囲遺跡は長崎川の川の字のところ

Topographic lnap to show

the aュ icro―rehef from ianduse in 1916.

第 2図 微起伏の詳 しい測量図 (明治大学 1962測量 等高線
間隔05m 縮尺 1/400原 図より)基準点□よりの比高。
Detailed topography of Sanao― gakoi site surveyed by

Metti Univ Archeologic Research Team(1964)

挟んでいる。その上面の旧表土は、畑あるいは水田の耕作上である。)/自然堤防の原形となった砂礫堆をつくる砂礫層。

洪水ローム落の層厚は、B区では1.5m、 H区では最大 1+m程度、G区では最も薄く0.5m程度、 I区の谷中

心 (試掘トレンチ)で 2.5m、 K区で1.6mと 変化している。洪水ローム層基底の絶対高度はB区で36.5m、 H区

で36.2m～37.Om、 G区が371mと 高く、K区で36.5m、 I区の谷中心で35.Omと波状に変化している。洪水ロー

ム層は、一部にレンズ状の砂操層をはさんでいるが、シルトを主体としているので以下
《
シルト層"と呼がこと

がある。

洪水ローム層中の砂礫のレンズは、洪水ローム層の地山層である砂礫層を母材とし、わずかな起伏に応じて浅

い谷にむかって 2次的に移動 。再堆積したものである。両者を比較すると、地山層は、現褐色で相対的に粥るく、

しまっているが、 2次移動したものは (と くに埋没谷の部分では)、 泥質のマトリックスを含んで暗く、しまりが

悪い。したがって、前者を
《
きれいな礫層

″
、後者を

《
よごれた映層"と 呼ぶ。頂部であるF区・E区の竪穴住

居床面や確認面にはシルト層が、H区ではシル ト層とレンズ状の
《
よごれた砂礫層"(第 4号竪穴住居跡)、 G区で

は
《
きれいな砂礫層"(第 4号土器埋設土羨付近)が露われている。その基底はH区の東西 5mの 間で36.Om～

368mと 波うっている。 I区の谷中心ではよごれた砂礫層の厚いレンズが 2層以上ある。K区ではンルト層が厚

く砂礫のレンズはない。

旧体育館の下にある豊富な木質遺物包含層である泥炭層は、微高地を刻む浅い谷にそって分布している可能性
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て:、クチ

20 m
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第 3図  自然堤防の原形をなす,洪水ローム層の地山層 (“ きれいな砂礫層")の上限高度分布

Contourェ nap shoM′ ing the forHi of the gravel rnound lying under theユ ood loaHl bed of the natural levee

基図は遺跡保存管理計画書 (1976)の ハンドボーリング調査結果および今回発掘区のデータによる。

絶対高度に若千のずれが含まれるかもしれない。

ロロ・い 洪水ローh層の下底の高度 o  '75 ホ・―リンク・地点
(砂礫層上面高度) 単位m

( )は 旧地表からの深さ      艮越隠滅留遺物包含層の分布
▽はそれより下

確1:士::1:』
W北
の谷の深い泥炭層

″

)Rし 微 地 形 の 境 界    脇 釧 泥 炭 層

「ミ簿難S柔劃厚さ03m以下の比較的
乾燥した泥炭層

a  狩野文明氏調査 トレンチ

■■■日明治大学'62調査 トレンチ

「
2.6nl 東北大学'65調査 トレンチ A,, I′ 95-96調 査 トレンテ



があり、これを(仮に)《北の谷の泥炭薄"と呼ぶ。
《
北の谷の泥灰層"は山王囲遺跡調査図録 (1985年刊)でみると粘土やンル トを主とし、砂層をはさんでいる

が、まとまった映層は含まれていない。東北大学1965年発掘区 (体育館南東隅)北壁断面図 (調査図録 図3-3

L― H一 D区)の東側部分では、地表下 lm～2.6mにななめに (地層境界が東へ上がる)砂礫層が描かれている。

この砂礫層は今回の
《
よごれた礫層"あ るいは

《
きれいな観層"のいずれかに相当し、

《
北の谷の泥炭層 (遺物

包含層)"は
《
きれいな礫層"を地山層とする谷地形を埋めるように堆積しているように解釈できる。今回のG

区中央の底 (B F51区、旧地表下約06m)、 さらに体育館南東部に近い J区 (旧地表下約07m)に露われている
《
き

れいな砂礫層"は この砂映層に連続するのではないか。北の谷の部分は、平面的に、一迫川の旧河道が南へ弧形

に入りこんでいる部分 (体育館の北側道路付近)へつながり、その東側の給食センター北側 (明治大学の北発掘区)

は、微高地が張り出している部分である。

1996年発掘の I区、N区、K区にかけてNW― SE方向にのびる溝跡 (第 7号溝跡、弥生時代)が検出されたが、

これは I区試掘 トレンチで確認された縄文時代Byt期遺物を含む埋没谷に沿っている。 I、 N、 K区の1996年調査

の確認面は弥生時代の生活面であるが、このときまでに谷はおおよそ埋もれきってごく浅い状態になっていた。

その中心部を人為的に溝として利用している。

埋没谷の西岸は I区試掘 トレンチでは確認されていない。しかし、 I西区北壁では、灰白色火山灰層 (平安時

代の十和田―aか )がわずかではあるが、西へむかって傾き上っている断面がみえるので、縄文時代埋没谷もグラ

ンド側でたちあがる可能性がある。

第 3節 微地形形成史の作業仮説

近い将来の発掘調査を含めれば、つぎの 4時期にわけて微地形図が復原できるであろう。

a.縄文時代晩期以前 一― 自然堤防の原形が成立した時の地形

砂礫堆の原起伏は
《
きれいな礫層"上面の等高線図として表現される。史跡山王囲遺跡保存管理計画書 (1976、

図4～ 7)に小学区校庭を含む広い範囲の20地点のハンドボーリング調査結果の記載があり、これと1995,96年

発掘区の観察によって、礫層上面の等高線図を作成すると、図 3になる。K区を除けばこのときの起伏が現在ま

で継承されることなる。のちに厚い泥灰層が堆積することになる谷の原形は長崎川旧河道か。

b.縄文時代晩期 ――縄文時代晩期山王囲集落が存続した時の地形

aと すこし違 う点は、G区に対してK区のほうが
《
きれいな砂礫層"の上面は低いが洪水ローム層が厚 く堆積

したため、K区が自然堤防の最高点となった点である。おおよそ現在の起伏に近い戻馨で、山王囲集落が営まれ

註 3 青森市三内丸山遺跡のいわゆる泥炭層は、低い丘陵状の地形の谷斜面上部に堆積していて、沖積面との比高は大きい
が、地下水位が高い条件によって保存がよかった。山王囲遺跡の泥庚層は微高地側に入り込んだ浅い谷から外側の低湿地にか

けて分布しており、もともと地下水位が高い条件がそなわっているようである。

註 4 ボーリング柱状図から 硬よごれた礫層"か 《きれいな礫層"の区別はできない。また、絶対高度の復原に若千の誤差
が含まれる。今後精密化することとして、今回は作業仮説としておおよその旧地形復原を試みた。

註 5 北側は当時の谷が25m以上埋没しているから、かつては現在より起伏があったといえる。しかし南側では長崎川河
床と自然堤防頂部の比高が現在でも3mあ る。
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た。K区ではシル ト層を地山層として、 G区では砂礫層やシル ト層を地山層として竪穴住居がつくられた。

I区の谷は半湿地状態であ り、洪水時には側方から砂礫 (2層準以上)や土器片が流れ込んだ。谷埋め層の中

上部の黒泥層は半湿地状態で腐植が分解されたことを示している (水深のある湿地であるならば分解がすすまない)。

北の泥炭層も同様に捨て場として遺物が流れ込んだ。

I区の谷と北の泥炭層の谷は連続すると考えられるが、北の泥威層の部分には砂礫層があまり届いていないよ

うである。その水深の有無については今後の再検討課題とする。下部層については腐植の分解程度や珪藻分析が、

上部のⅣ層 (1965年)付近に多く検出された石組や房の遺構などが、地面の乾湿の指標となろう。北の泥炭層の

谷の西岸の立ち上が りもわかっていない。

自然堤防の頂部では堆積があまりおこらないので、集落存続期間中に遺構が切 り合いになるが、谷部では堆積

し易いので遺物包含層は間層にはさまれて分層しやすい。

c.弥生時代 ――弥生時代前期山王囲集落の時の地形

I区と北の泥炭層の谷がおおよそ埋もれきって、ごく浅い谷となっていた。谷の上部の覆土は明るい色のツル

ト層であり、洪水で堆積したものと考えられる。前後してEoF・ G・ I・ N・ K区にかけて浅い谷の中心に沿っ

て溝が作られた。滞埋め層は基底の0.lmだけが黒褐色で泥質である。

d.平安時代 ――灰白色火山灰 (十和国To― a火山灰)が降灰 。堆積した時の地形

IoM・ J区、北の泥炭層区には旧小学校建設時まで水田があったが、低い I、 J区やさらに北側では覆上の

灰白色火山灰の層準に平安時代水田の検出の可能性がある。この後も浅い谷に堆積がみられるので、自然堤防頂

面は離水していないであろう。

引 用 文 献
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阿子島 功 1968 北上川中下流の河谷底の構造 東北地理学会 東北地理 v20 配 4 pp 206-214
阿子島 功 1978 低地の微地形と海水準変動 (2)一吉野川下流平野および四万十川川口平野 日本地理学会 地理学評論
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Geomorphology and Soil stratigraphy in the Sanno― gakoi Site.

AKO」 IMA,I,Environmental Geography,Facultbr of Human Culture and Social Sciences,Yamagata Un�

The Latest」 omon and Earり Yayoi Sanno_gakoi archeologic site were on the naturallevee.The wooden huttes were on the

top of the naturallevee and the abundant remnants including M/ooden tools, bones and pieces of clothes were in the peat bed

deposited in the shano覇 /vaney in the fringe of the mound The depositional processes of the Sanno― gakoilnound may be

synchronized with the Holocene eustatic minor sea level fluctuations.

註 6 史跡山王囲遺跡保存管理計画書 (1976年刊)図 8の遺物包含泥庚層分布の平面形はくさび形で谷埋め型を示唆するが、
西側は無遺物泥災層で礫層 (きれいな礫層上面深度図)の立ち上がりはない。現在の微地形ともあわないが、西は遺物も届かな

い深い泥炭地になるのか ?山王囲西村があるのか、東村 (本体)と の間が鞍部で境されるのかも検討しなければならない。



付章 3 縄文時代晩期・弥生時代の古環境変遷

パリノ・サーヴェイ株式会社

は  じ め に

平成 7年度の分析調査では、弥生時代以降の堆積物を対象として古環境復元に関する分析調査を実施したが、

花粉化石がほとんど検出されなかったため、本遺跡周辺の古植生について詳細に検討することができなかった。

今回実施された発掘調査では、自然堤防上から後背湿地にかけて縄文時代晩期以降の遺物を包合する土層を確認

することができた。このことから、史跡整備事業の一環である縄文時代晩期～弥生時代の古環境変遷について検

討することを目的として、土層断面より試料を採取し、珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分析・樹種同定を実施

した。また、弥生時代前期後半の住居跡の炉から検出された燃料材と推定されている炭化材について、その種類

を明らかにした。

第 1節 試

前回の分析調査では、A～K区で土壌試料を採取し、便宜的に第 1～ 7地点とした。今回は I区北壁自然堆積

層から試料を採取し、ここを第 9地点とした。本地点の堆積物の時代性については、試料番号 1採取層準が弥生

時代前期後半、試料番号 4・ 5採取層準が弥生時代前期に相当すると考えられる。また、試料番号 7以深は縄文

時代晩期の可能性があるとされている。本地点の層序および各分析試料は第 1図に示す。樹種同定試料は、第 9

地点試料番号 7・ H・ 12を採取した付近で検出された材 3点 (試料番号W-1～W-3)である。この他、弥生時

代前期後半の住居跡 (第 3号竪穴住居跡)の炉跡で認められた灰化材が採取された。この炭化材は数個体採取され

たが、試料を観察したところ同一個体が割れたものと判断されるため、一括試料として取 り扱った。

第 2節 分 析 方 法

各分析方法については、一迫町教育委員会が保管する「平成 8年度山王囲遺跡自然科学分析調査報告」を参照

されたい。

第 3節 化 石 の 産 状

1)珪 藻化石

産出種のほとんどは淡水生種で構成され、産出分類群数は28属121種類である (第 2図 )。 と藻化石群集は、試

料番号10～ 8、 試料番号 7・ 4、 試料番号 2で異なる。試料番号10～ 8では流水不定性で富栄養水域に多く認め

られるGοmphonema par7VF口 理、脆 万Cロカ pvpuraが約20%と 多産する。この内、後種は有機汚濁の進んだ富栄
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養水域を指標する好汚濁性種とされている (Asai K.&Watanabe T 1995)。 これに付随して、好流水性のAc・hnan―

脱es力nceοFa″、流水不定性のAchnaコ 肋es huttattca、 E口nοtt pectitth 7ar.mれ οr、 Я朗口Fari2 gFbba、 好止

水性 のEvnO腕
"vlaaris、

Gompho圧塑 a ttπ・ileを伴 う。 これ らの種類 の中 で、 Evnοtt pecttβ 施 躍 r.阿れorh

Pin凪池コa ttb協、Gomphoner4β  ttπ ileは、沼よりも浅く水深が lm前後で、一面に水生植物が繁茂するような

沼沢地やさらに水深の浅い湿地に生育する沼沢湿地付着生種群 (安藤 1990)でもある。試料番号 8ではNγ ic―

口ね pIIPv力が減少し、Gornphonema paryL17LImと Achnanれ es h口 ngaric・ 2が考千増加する。試料番号 7・ 4では珪

藻化石群集が急激に変化し、陸生生藻の中でも耐乾性の高いA群 (伊藤、堀内 1991)の Amphοtt mο nttna、

Fra疵郷chね amp打∝
"が
30～50%と優占する。試料番号 2では陸生生藻A群のNれた口ねれ口す∽が25%と 多産す

るほか、Av′acοseira F惚′Fcaな どの上水性種も多く産出する。

2)花 粉 化 石

試料番号 2・ 4・ 7は花粉化石の保存状態が悪い。試料番号 8～ 10では比較的良好に花粉化石が検出され、ク

ルミ属・コナラ属コナラ亜属が多産し、マツ属・クマンデ属―アサダ属・ブナ属・ニレ属―ケヤキ属・コクサギ

属などを伴う。草本花粉は検出個体数が少なく、ガマ属・イネ科・カヤツジグサ科・クフ属・サナエタデ節―ウ

ナギツカミ節・ヨモギ属などが検出される。この内、サナエタデ節―ウナギツカミ節は上位に向かい増加する (第

3図 )。

o         50         100%

第 3図 花粉化石群集の変遷
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草木花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として

百分率で算出した。なお、00は 1%未満、十はloo個体未満の試料について検出した種類を示す。
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第 1表 植物珪酸体分析結果3)植 物珪酸体

植物珪酸体は全体的に保存状態が悪

く、また検出個体数も少ない。検出さ

れる中では、タケ亜科、ススキ属・イ

チゴツナギ亜科が多い傾向にある。ま

た、試料番号 8よ り上位でネザサ節・

タケ亜科の生酸体列が検出され、試料

番号 7～ 10で種類不現の珪化した組織

片が多産する (第 1表 )。

4)材 化 石

W-2は 樹皮であったため、樹種の

同定には至らなかった。その他の試料

は、全て落葉広葉樹のクリに同定され

た (第 2表 )。 主な解剖学的特徴を以下

に記す。

・クリ(Casttn∽ εKttatt Sieb et Zucc)

ブナ科クリ属

環孔材で孔圏部は 1～ 4列、孔圏外

で急激に管径を減じたのち、漸減しな

がら火炎状に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放

射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。

付章 3 縄文時代晩期・秀生時代の古環境変遷

― -12-―

17      25      13     46      7     28

種  類
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キ ビ 族
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イネ科葉身機動細胞珪酸体
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ウシクサ族

不  明
合  計
イネ科業部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動綱胞建酸体
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組 織 片
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柔組織は周囲状第よび短接線状。

第 4節 堆積環境の変遷

珪藻化石群集は試料番号 8と試料番号 7の間を境として急激に変化することから、堆積環境もこの間を境とし

て変化したと考えられる。試料番号10～ 8では水生珪藻が多産し、中でも富栄養水域に多く認められる種類、好

汚濁性種 (Asai K.&Watanabe T 1995)、 沼沢湿地付着性種 (安藤 1990)カミ多く検出される。このような珪藻化

石の特徴から、縄文時代晩期頃の調査地点周辺では、流水の影響の少ない富栄養な沼沢地～湿地のような湿潤な

水域が存在したと考えられる。また、草本花粉化石の産状から、このような沼沢地～湿地の周辺には、ガマ属・

イネ科・カヤツリグサ科・クフ属・サナエタデ節―ウナギツカミ節・ヨモギ属などが生育していたと考えられ

る。このように比較的安定した環境の中で、黒褐色～黒色を呈するシルト質粘土が堆積したと考えられる。

試料番号 7・ 4では陸生珪藻の中でとくに耐乾性の強いA群が優占する。現在の陸生珪藻の分布調査によれば、

陸生産藻の相対頻度の和が70～80%以上であれば、その試料が堆積した場所は水域以外の常に空気にさらされた

第 2表 樹 種 同定結 果

試料 採取 地点 試 料 名 時代・時期 用途など 樹  種

第 9地 点

W-1 縄文時代晩期 自 然 木 ク   リ

W-2 縄文時代晩期 自 然 木 樹  皮

Ⅵ「-3 縄文時代晩期 自 然 木 ク   リ

第 3号竪穴住居跡 炉跡 災化物 弥生時代中期 燃 料 材 ク   リ



好気的環境であるとされている (伊藤、堀内 1991)。 これにしたがえば、試料番号 7・ 4と も陸生産藻A群が約

90%以上検出されていることから、本層準が堆積した縄文時代晩期～弥生時代前期頃の調査地点周辺は、陸生珪

藻の繁茂できるような好気的環境へ変遷したと考えられる。なお、試料番号 2では陸生産藻に加えて好止水性種

が増加する。これより基本的には好気的な環境であったと思われるが、弥生時代前期の頃になると多少は水の影

響を受けた可能性もある。一方、試料番号 7・ 4・ 2ではタケ亜科・ススキ属・イチゴツナギ亜科などの植物珪

酸体が検出されるが、中でもケケ亜科が多く検出される傾向にある。タケ亜科珪酸体は、他のI■酸体と比較して

生産量が多く、しかも風化にも強いとされている (近藤 1982杉山、藤原 1986)。 したがって、周辺は優占的に

タケ・ササ類で覆われていたと考えにくい。

以上のように、本遺跡周辺は縄文時代晩期頃に沼沢～湿地のような低湿な環境であったが、縄文時代晩期～秀

生時代前期の頃になると好気的環境に変化したと考えられる。このような環境の変化は、一迫川や長崎川などの

河川により自然堤防が形成され、それが離水した後に集落が形成されやすい好気的環境が整ったことを示してい

ると考えられる。

第 5節 縄文時代以降の周辺植生

縄文時代晩期頃の植生は、推積層中から得られた花粉化石や材化石の産状からマツ属複維管束亜属・マツ属単

維管東亜属・スギなどの針棄樹、クルミ属・クマンデ属―アサダ属・ブナ属・コナラ亜属・クリ・ニレ属―ケヤ

キ属・コクサギ属・キハダ属・カエデ属・トチノキ属などの落葉広棄樹で構成されていたと推定される。また、

クルミ属・ニレ属―ケヤキ属・トチノキ属などは、河道周辺や谷間など比較的湿潤な場所を好んで生育する。し

たがって、当時本遺跡周辺の後背丘陵地などにはナラ類を中心とした落棄広棄樹林に覆われており、周辺低地の

河道周辺などにクルミ属・ニレ属―ケヤキ属・トチノキ属などの木本類が生育していたと推定される。中でもク

ルミ属は出現率が著しく高いことから遺跡近辺に生育していたと考えられ、局地的な植生を反映している可能性

がある。仙台平野周辺における花粉分析結果 (奥津、竹内 1972鶴原、金井 1994 内山 1987、 90 安田 1973、

80 宮城他 1979)な どによると、冷温帯落葉広葉樹林に類似した景観であったと推定されている。このようなこ

とからみて、本地域周辺もこれらの地域と同様に冷温帯落棄広棄樹林のような植生が存在していたと考えられる。

試料番号 7よ り上位になると、花粉化石がほとんど検出されないため、秀生時代前期頃の周辺植生を検討するこ

とができない。このような傾向は、平成 7年度調査でも認められた。おそらく前述した環境の変化により、花粉

化石が分解・消失した可能性がある。なお、後述するように秀生時代前期後半の竪穴住居跡から検出された燃料

材がクリであることから、引き続き周囲にクリが生育していたと指摘できる。

第 6節 房 の 燃 料 材

弥生時代前期後半の炉の燃料材は、縄文時代晩期の自然木と同様にクリであった。かりは、縄文時代から燃料

材や住居構築材によく利用されており、東北地方ではとくに類例が多い (′くリノ・サーブェイ株式会社 1993な ど)。

秀生時代については資料が少なく、各地域での用材選択の傾向は不明な点が多い。今回の結果から、本遺跡周辺
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付章 3 縄文時代晩期・弥生時代の古環境変遷

では、弥生時代前期後半においても縄文時代晩期と同様にクリが生育しており、その木材を利用していたことが

推定される。
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付章 4 縄文時代包含層出土大型植物化石の分析

吉川 純子

第 1節 試 料 に つ い て

分析に使用した堆積物は試料番号601層から612層までの全14試料である。試料はそれぞれ100ccずつを0.25ミ

リロの舗で水洗し、残査から実体顕微鏡で同定可能な大型植物化石の部位のみを選び出した。大型植物化石は分

類群を同定し、部位別に計数した。結果は第 1表に示されている。なお、同定可能な大型植物化石を出土しなかっ

た層位については表より省いてある。

第 2節 各層の堆積物と出上した分類群

601層は木片を多く含む砂礫層で、シル トの塊の中に大型植物化石が多く含まれているものと思われる。炭化

材片はやや多く含んでいる。最も多く出土したのはとシ属、次いでクリ、ニフトコ、 トチノキ、クフ属となって

いる。このうち、とン属、クリ、 トチノキのほかオニグルミが破片で出土している。これらの他に木本ではミズ

キ、クマヤナギ属、マタタビ、キイチゴ属、タラノキを、草本ではカヤツ
'グ
サ属、スゲ属、エノコログサ属、

カナムグラ、ミブソバ、ミズヒキ、サクラタデ近な種、ボントクタデ近似種、セリ科、カタバミ属、イヌコウジュ

属を出土した。

602層はシルトが少ない砂礫層で炭化材をやや多く合む。ここではわずかにオニグルミの炭化した破片を出土

した。

603層は砂礫層で灰化片をやや多く含み、草本起源と思われる細かい植物片が多く含まれている。しかし大型

植物化石は少なく、わずかにオニグルミの炭化した破片を出土したのみであった。

604層、605a層は砂礫層で炭化片や植物の破片を少し含むが、同定可能な大型植物化石は出土しなかった。

605b層は砂礫に炭化材を少し含み、わずかにオニグルミの炭化片を出土した。

606層は砂礫層で、大型植物化石は出上しなかった。

607層は砂礫層で、わずかにオニグルミの炭化片を出上した。

608層から601a層はほとんど砂礫層で大型植物化石を出上しなかった。

610b層は砂礫にシル トをやや多く合み、威化片、植物片をやや多く含んでいる。ここでは多く出土したのは

クリの破片で、ほかに木本はオニグルミ、ニフトコ、マタケビ、クフ属、ミズキを出土し、草本では、ヒエ、ア

サの他、スゲ属、カラムツ属、カナムグラ、ナデンコ科、ミブソ′ミ、ミクリ属、ミズヒキ、ボントクタデ近似種

を出土した。

611層は砂礫層中のシルトに木片、植物片を含む。ここでは、木本のオニグルミ、クリ、 トチノキ、ニフトコ、
クフ属、マタタビ、草本ではミクリ属、スゲ属、カラムシ属、 ミブソ′ミ、 ミズヒキ、ボントクタデ近似種、カタ
バミ属を出土した。
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612層は砂礫層で威化片が多い。

ここからはニワトコを多 く出土

し、ほかにはサンショウのみ出土

している。

第 1表 山王囲遺跡縄文層より出上した大型植物化石一覧表
(処理量は100cc)

分類群名 601   602   603 605b   607 610b   611   612

木 本

オニグルミ     内果皮破片    3
炭化内果皮破片     5  2  7  1
果実破片     17ク リ
種子       9クワ属

核       1キイテゴ属

内果皮破片
第 3節 層相 と大型植物  と折新3ウ   種子    3 2    3

化石 より見た堆   クマヤナギ属    内果皮      l

積環境           
トチノキ
      野藁
破片
     4                  2

ミズキ       内果皮      2               1
タラノキ      内果皮      1

試料を採取した地′点では、砂礫   ニヮトコ    内果皮     9           5 13 49
車 本どを しめていた
           果実

が堆積物のほとん          ミクリ属
穎ヒ エと思われ、砂礫層には炭化した破          穎      1エノコログサ属

果実       2カヤツリグサ属、 レンズ状ある            果実      2片がともに推積し         スゲ属A
果実スゲ属B
果実       1

いは薄層のシルトに植物化石が多  セリ科
く含 まれていると思われ る。また、  ヒシ属 果実破片     24

水湿地に生育す る ミク リ       
カラムシ属 種子

属、 ミブ  ミゾソバ 果実       2

ソハ、サ クラタデ近似種          
ズヒキ

К ヒシ属   サクラタデ勇    
実      1

E似種  果実       2
ボントクタデ近似種 果実       4

を出土す るが、少ない ことと、 ヒ  ナデシヨ科 種子
カタバミ属 種子       1

シ属は大変小さい破片となってい  ァ サ 種子

ることから、当時この地       
カナムグラ 種子破片     2

1点に生育   ィヌコウジュ属  果実     1

はしておらず、流されてきたもの

と考えられる。

人間が関与していた種類としては、炭化しているオニグルミはもちろんのこと、 トチノキ、クリ、ヒン属は細

かい破片となっているため、可能性は極めて高い。また、ヒエ、アサは人間が利用していたものと考えられる。

特にヒエは砂礫層という堆積物の状況から考えると、100cc中 5個の出土はかなり多い。これらの他に食用や薬

用として人間が利用する可能性があるものとしては、クワ属、キイナゴ属、サンショウ、マタタビ、クマヤナギ、

ミズキ、タラノキ、ニフトコ、カラムシ属などが考えられる。

以上のことからこの地点の堆積物は一時的に流速がある、大雨などの際に周辺の人間が廃棄したものなどを巻

き込みながら堆積した砂礫層と推定される。

第 4節 特筆すべき分類群

ヒエ :本遺跡で出土した個体は、いわゆる栽培されるヒエに形態が一致する。同定の比較対象として、問題に

なるのはイヌビエ、タイヌビエなどであるが、これら野生種と異なる形態の特徴は、野生種は、穎果の幅が狭く

張りが少ないのに対し、ヒエは幅が広く背面の張りが大きい。また、野生種は穎の先端がかなり尖った感じに対



し、ヒエは剛毛の基部は硬化していない。本遺跡で出土したヒエは未戊化の穎であるが、保存状態が良く、ここ

までの観察が可能であった。

縄文時代からのヒエの出土例は福岡県板付遺跡、宮崎県陣内遺跡、鳥取県青木遺跡があげられる。

アサ :種子はレンズ状で表面は光沢があり、堅く平滑で不粥瞭な大きい脈状網の模様がある。一側には平たく

片側に偏した丸い不明瞭な基部がある。種子を食用としたり、繊維を布にしたりするいわゆる裁培種とされてい

る。縄文時代からのアサの出土例は、福井県蔦浜貝塚、千棄県余山遺跡があげられる。

参 考 文 献

寺沢  薫 1986 方生時代の食料―畑作物 季刊考古学第14号 特集・弥生人は何を食べたか (雄山閣出版)

第 1図 山王囲遺跡出土大型植物化石
1.ク リ CFs力η切躍ηα力 Sieb.et Zucc.果実破片拡大 601層出土

2.ク ワ属 翔助密 種子 601層出土
3.キイチゴ属 彪 う熔 核 601層 出土
4.サ ンショウ ゑ筋,Й岬 物″ 砂́ιガ物物 (Linn。 )DC.内採鋏〔 612層 出土
5.マ タタビ 40″″ゲ,力ヵ物 α(Sieb et Zucc.)Planch.et Maxim.種 子 601層出土

6.ク マヤナギ属 &竹滋物力 内果皮 601層
7.ト チノキ 4叙蒻2d励ん力,力 Blume種子破片拡大 601層 出土
8.ト ナノキ 幼果 601層出土
9.ミ ズキ 働陶熔ω疵陶物旬 Hemsley内果皮 601層出土
10.パ ラノキ 4/tr励 カカ (Miq、 )Seemann 内果皮 601層 出土
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13.ヒ エ 働 力ο励】" ″″力s Ohwiet Yお uno穎  610b層出土
14.エ ノコログサ属 説″力 穎果 601層出土

第 2図 山王囲遺跡出土大型植物化石
15.カ ヤツリグサ属 物 果実 601層 出土

16.ス ゲ属A の名傷 A 果実 601層 出土
17.ス ゲ属B の紹じ B 果実 610b層 出土
18.セ リ科 Umbeniferae 果実

19.カ ラムシ属 動力初焼 種子 610b層出土
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26.アサ CFη″αうλ磁励 Linn.種子 610b層 出土
27.カ ナムグラ 河力吻励s s2η ttηs(Loば )Merrin種子 601層 出土
28.イ ヌヨウジュ属 翔眺物 果実 601層出土
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付章 5 山王囲遺跡合せ口土器棺出上の人歯および人骨

鈴木 敏彦 (東北大学歯学部口隆解音U学第一講座)・ 奈良 貴史 (東北大学医学部解剖学第一講座)

は  じ め に

1996年の山王閣遺跡発掘調査において、方生時代前期後葉に属するK区第 8号土器埋設土羨第 1号土器中から、

人骨および人歯の破片が発見された。著者の知る限り今まで報告されている東北地方での弥生時代人骨の発見例

は極めて少なく [1][2]、 東北地方における弥生時代人の変遷を形質人類学的に解明していく上でも資料の増加

が望まれている。

今回出土した資料はいずれも細片であり、必ずしも遺存状態は芳しいとはいえなかったが、所見が得られたも

のに関して概略を報告する。

第 1節 所

1)歯

採取された破片はいずれも茶褐色～黄褐色を示す。有機成分が比較的多い象牙質が失われ、無機成分に富むエ

ナメル質のみが遺存したものと考えられる。破片は非常に脆弱化していたが、 4本の歯を同定することができた

(写真 1～ 4、 図1～ 4)。 便宜上それぞれに配 1～ 4ま での番号を付して、以下に各々の所見を記載する。なお、

この他に、部位の同定・接合が不可能であったおよそ 2 tlllll角以下の微小な破片が多数遺存していた。

a  Nll i

上顎右側第二乳日歯である。斜走隆線の遠心半を含む遠心舌側咬頭の大部分、頬側面溝付近とその遠心側の頬

側面の一部、および舌側面溝の近心側から近心隅角にかけての舌側面の一部が確認できたが、互いに接してはい

/グ

見

第 1図  山王囲遺跡出土ヒ ト乳歯
Human deciduous teeth froHi the Sanno― gakoi site

5mm
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ない。

近心面は存在しないために近遠心径は得られない。また頬側面・舌側面に相当する遊離した破片の位置を推測

によって復元したものであるから、頬舌径も得られない。

非計測的形質に関しては、Hypocone development[3]は grade 4、 Carabelli trait[3]は grade lである。

Metaconule[4]は これに相当する隆起が認められる。

b Nl1 2

上顎左側第二乳国歯である。近心頬側咬頭の全部とそれに続く近心面の頬側半および頬側面の大部分を欠いて

いるが、他は確認できた。

近心面の最大豊隆部を欠き、頬側面も存在しないために計測値は得られない。

配 1と 同様にHypocone developmentは grade 4、 Carabelli traitは grade lである。Metaconuleは これに相当す

る隆起が認められる。

c Nα 3

下顎右側第二乳臼歯である。遠心咬頭から遠心舌側咬頭にかけての歯冠遠心部分を含む破片と、頬側面溝周囲

の一部を含む破片が確認できた。計測値を得ることはできない。

非計測的形質に関しては 6 th cusp[5]が 認められ、発達度はSemiである。

d  Na 4

下顎左側第二乳臼歯である。近心頬側咬頭の近心半および近心辺縁隆線から近心面にかけての一部と、遠心舌

側咬頭の咬頭頂を欠いているが、他は遺存している。

近遠心径は■.07111111、 頬舌径は9.02111111で ある。

縄文人と秀生人の歯の大きさを比較したとき、下顎第二乳臼歯の近遠心径は縄文人の方が大きく、頬舌径は弥

生人の方が大きいとされる [6]。 この歯は、近遠心径は縄文人の平均値よりも0。 2σ大きい一方で、頬舌径は弥

生人の平均値よりも1.Oσ小さい。

Protostylid[3]は 認められない。Deflecting wrinkle[7]が 認められる。 6 th cuspの 発達度はSemi、  7 th

cusp[3]の発達度はgrade lである。

e 歯に関する共通所見

どの歯も歯冠は完成しているが咬耗は全く認められず、いずれも2～ 3歳前後の幼児のものと推測される。

左右の上顎第二乳日歯である血 1と配 2は、遠心舌側咬頭の形態の対称的な類似性等から、同一個体のもので

ある可能性が高い。いっぼう、左右の下顎第二乳臼歯である血 3と配 4は、遠心咬頭付近の形態に類似する点も

認められるものの若干の形態差があり、肉眼的観察からは同一個体であるとは断定できない。

また、仮に配 1と血 2、 血 3と配 4がそれぞれ同一個体のものであったとしても、血 1～ 4がすべて同一個体

に属するかどうかは不粥である。

なお、すべての歯について、性別は不明である。

2) 骨   片

骨片は、最大でも 2 clll大で、軽微に彎曲した、厚さ1.5～2 7mm4度 の小破片が多数である。確認できる縫合部
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付章 5 山王囲遺跡合せ口土器の人歯および人骨

は全く癒合が観察できない。これらの形態学的特徴からみて、いっしょに出土した 3歳前後の幼児の歯と同年齢

程度のヒトの頭蓋骨片と思われる。

第 2節 ま  と  め

1996年山王囲遺跡発掘調査において、弥生時代前期後葉に属する土器中から発見された人骨および人歯の破片

を肉眼的に観察した結果、次の結論を得た。

1.最低でも4本の乳歯歯冠が含まれることが確認された。復元できた歯では重複するものはないが、これら

が同一個体に属するかどうかは不明である。

2.1本の歯について計測値が得られ、報告がなされている数値と比較すると、どちらかといえば縄文人の値

に近い数値を示した。

3.頭蓋の一部と思われる扁平な骨片が確認された。推定年齢は歯とほぼ同程度の 3歳程度であるが、歯と同

一個体に属するかどうかは不明である。
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Summary

Human Teeth and Bones froni the Sanno― ―gakoi site, Miyagi Prefecture in 1996

SUZUKI Toshihiko(1)and NARA Takashi(2)

Frttpents of human toott crown and bone were found in Yayoi pottery at he Sanno― gakoi site,Miyagi Prefecture in

1996 0fthese tooth crown fragments, four M/ere identiied to be different deciduous teeth (left and right upper second, and left

and right bwer second molars), and estimated to be hose of two or three years old The fragments of bone were considered a

part of the cranium and almost the sarne age as the teeth 1lo、 vever, it has not been confirmed whether these teeth and bones

belong to the same individual.

(1)Deparment Of Oral Anttomy I,Schod of Denistry,Tohoku Un� ersity  (2)Department of Anatomy I,School of Medicine,Tohoku Un� ersIL7



付表 1 山王囲遺跡出土土器観察表 (1)
Attribute list Of pottery the Sanno―gakoi site(1)

個体血 Hl土 地 点 時   期 器 種 口縁吉卜の特徴 主要 文様 の特 徴 組文 基画調整の特徴 備   考

第 3,竪穴住居跡 鉢 平jfl口 縁 泥線文 ミガ■ (内 )ミ ガキ

第3=竪穴住居跡 忌什粛 平IB口縁 I 平命沈隷文、メガネ状浮文 箭照場ギ
[「/RX ミ〃千

第3号竪穴住居跡 晩Ⅵ期 ? 平坦口縁
」l 平行泥線文

第 3号竪穴住居跡 晩Ⅵ期 商   杯 洸秘貝路 突起 と 十X求沸フ↓岸昏罰'に況 泥練文 ミガキ (内 )ミ ガキ
第 3号霊穴住居跡 晩Ⅵ期一弥 I期 高  

“

平IP H縁 I 変形工字文A 泥線文 ミガキ (内 )ミ ガ■

第 9号竪穴住居跡 高  杯 平行沈線文 洸線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

=竪
穴住居跡 細 文 LR斜行縄文 ミガキ (内 )ミ ガキ

第3,竪穴住居跡 壁 ・IT 弥 コ b期 [ 平行た線文 Ⅲ 工字文 牌 g辞晋 沈線文 ミガキ 炭イヒ物、米

疑土 β 弥 Ⅱ期 I 平行沈線文 皿 縄文

第3号竪穴仁居跡 晩Ⅳ期 鉢 山形茨状口縁 洸線文 ケズリ (内 )ヨ コミガキ

,竪穴住居跡 平坦口緑 押圧 議 薔
X遮
¥キ

)｀ コ善部に泥
ittg彗

`芽

▼
つ〒

号壁穴仁居跡 訂西 覆上 〕 弥 コbtt P 山形突定 1 辞Xと濡翌▼ 泥練文  ミガキ (内 )ヨ ヨミガキ 金雲母

号竪穴住居跡 前西 覆上 ] 弥 H btt P 銘 沈線文 ミガキ (内 )ヨ コミガ■

号竪穴住居跡 弥 工 b期 平IE口縁 I 平行沈線文 洸線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

号壁穴住居跡 盲西 覆主 1 高  杯 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

号竪穴住居跡 覆± 1 弥 Hb期 波状文 沈線文  ミガキ (内 )ナ デ 金雲母

第8号墜穴住居跡 前西 覆± 1 弥 Π期 平坦口縁 I 無文 (ミ ガキ) 縄文

狂± 1 弥 Ⅱa朗 館 平」E口縁 I 変形工字文C] 洸線文  ミガキ (内 )ミ ガキ

第 8=竪 穴t居跡 南西 弥 Ⅱa期 鉢 Dl 変形工字文 Cl 滉糠文 ミガキ (内 )ヨ コミガキ

第8号竪穴住居跡 言西 V 波状文 洸線文 ミオキ (内 )ミ ガ■

第8号壁穴住居跡 南西 弥コa期 皿 変形工字文C]

号墜穴住居跡 南西 覆■ 1 弥 Ha期 V 波状文

号竪穴住居跡 南西 晩Ⅵ期 浅  鉢 41 変形工年文A 沈線文 ミガキ (内 )ミ オキ

第3'竪穴住居跡 前西 覆■ 1 洸線文  ミガキ (内 )ナア

第8=竪欠仁居跡 前西 獲主 1 平jH口縁 LR斜行縄文 炭イヒ物

号竪穴住居跡 商西 優■ 1 不 明 I 平行NII線 文

号竪穴t居跡】ヒ菜 疑■ 1 不   明 V 平行洸線文 泥線文 ミガキ (内 )ミ ガヤ

号竪穴住居跡 育西 晩 V期 深  鉢 小波状口器 ナテ (内 )ナ デ

第 8号竪穴仁居跡 覆± 1 深   鉢 平坦口据 I 無文 (ナア)Ц  縄文 字 ナア (内 )ナア

号霊久住居跡 南西 覆■ 1 不 明 平電回縁 I Ⅱ 縄文 躙 行組文 (内 )ミ ガキ

号竪穴仁居跡 南西 覆■ 1 弥 Ыb期 ?

`子
:世猾命綸+ IV Ftt大 金雲母

号竪穴住居跡 覆■ 2 弥 Hb期 皿 平行沈縦文 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

第 号壁久住居跡 晩Ⅵ期 鉢 岳 謹登圭二亀7 T部ぜ琴
= 
佑緊X・ ミ″t

号竪八住居跡 覆± 2 平坦口縁 洸線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

号竪穴住居跡 覆■ 2 平坦回線 II 平行洸糠文 洸線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

号墜穴住居跡 覆■ 2 Ⅲ 平行沈線文、縄文

号竪穴住居跡 深  鉢 平坦口縁 「 皿 縄文 LR斜行縄文 (内 )ナ デ

号竪穴住居跡 ・h  杯 沈繰文 ミガキ

号竪大住居跡 LR斜行組文 (内 )ナ デ

号竪穴住居跡 柱穴 ユ
狂 無文 (ミ ガキ

4■ 1 弥 Π b郷 皿 変形工字文C2 報 文 僚 ζ幹蛋 充繰文 ミガキ

第 7号 NIT跡 弥 Ⅱ b期 鉢 垣口縁 I 平行光線文 沈練文 ミガキ (内 )不明

第 7号 V跡 弱 4口霧 i 華碁携森宅 Ⅱ 組立
号泄跡 VI Ц a期 1趣  

形上 7文 Aイ 、 口 唇 部 に
泥線文 ミガキ (内 )

号lI跡 弥 Ha期 I 平行沈線文、日唇部に沈線

号
NVI跡

埋土 ] 弥 Ⅱa期 高  杯 Ⅲ 変形工字文 C] 沈線文  ミオ■ (内 )ミ ガキ

第 7=rr跡 豆 沈線文 テデ (内 )ナ テ

=鴻
II 高  林 杉突定 ∴ 壱蚤隻

ミガキ,
沈練文 ミガキ (内 )ミ ガキ

号NIV跡 晩Ⅵ期 任
弦 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

号構跡 弥 I期 山形突駕 平行洸線文、口唇部に沈練

第 7号湛跡 平坦 H縁 無文 (ミ ガキ)皿 縄文 LR斜行縄文 ミガキ (内 )不明

第 7号 II跡 鉢 平坦口緑 無文 (ナデ) デ (内 )不 明

号滞跡 沈線文 ミガキ (ナデ)

号漑跡 不 明 組 文 LR斜行 f.B文 (内 )チ ア

弥中期 P

第 7号灘跡 同心日文 泥線文 テデ ?(内 )ナデ

第 7'洸 跡 弥 Ⅱ b期 lg口縁 無文 (ナデ)Ⅲ  組文 行組文 (山 ),デ

M跡 坦口縁 変形工字文C2 沈練文 ミガキ (内 )ミ ガ■

鴻跡 Ыb期

弥 Hb期 垂下文 :、 縄文



付   表

付表 1 山王四遺跡出土土器観察表 (2)
Attribute ist of pottery the Sanno― gakoi site(2)

馬 位 口縁部のIt徴 主 要 文 猟 の 特 徴 組文 基面調整の時微

第7号議跡 Ⅲ 波状文、平行沈線文、純文

号灌跡 弥 Ⅱ b期 平坦日縁 I Ш 純文

弥 Ⅱ b朋 蓋 平坦口房

号lI跡 弥 コ a期 沈報文 ナデ (内 )ナ デ

第 号滞跡 I 変形工字文Cl 沈報文  ミガキ (内 )ミ ガキ

第7号泄跡 平坦口縁 泥IF文  ミガキ (内 )ナ デ

第 7号 ltr訴 弥 Ha期 皿 変形工字文 Ci

埋■ 2 弥 Ⅱa翔 高  杯 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガ

号漑跡 弥 巨a期 毛 瑳線と撃箋c2 洸線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

第 号lfr跡 平行光線文 洸縦文 ミガキ (内 )ナ デ

号離跡 平坦口傷
1 無文 (ミ ガキ)口 唇部に注

号鴻跡 晩Ⅵ朗
平坦口縁 突建 沈線文 ミガ■ (内 )ミ ガ

晩 Va期 深   箋

号鴻跡 晩 V期 I 平行洸線文 Ш 縦文 羽状細文 沈線文  ミガキ 炭化物

第 7号泄跡 晩 V期 平坦口縁 押圧 平行沈練文、口唇剖

'に

lt線

第7号穫跡 晩 V期 深  鉢 平坦日縁 押圧

晩 V期 深   館 平坦口縁 押圧 キ (内 )ナ デ

第 7号湛跡 呪 V期

第 7号 I‖跡 晩 V期

弟 7号議跡 深  鉢 I 洸線文、亥Iみ 日

第7号消跡 晩V期 深  鉢 平坦日縁 押圧

晩 V期 鉢 光線文  ミガキ (内 )ミ ガキ

号lI跡 晩 Vb期 Ⅲ 工字文 洸線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

第7号議跡 晩 V期 山形突tE
I 皿 二年文 P、 口唇部に泥 泥縦文 ミガキ (内 )ミ ガキ

,普跡 晩 Hl期 小渡状口稼
I 平行光線文、日唇部に洸報

第 7号滸跡 不 明 鉢 Ⅱ 平行洸線文、型文

不 明 鉢 しRttr行 測文 洸線文 (内 )ナ

第 7号 IL跡 埋■ 2 不 明 テテ (和 )ナ ア

第7号灘跡 平運口縁
I 無文 (ミ ガキ)、 日将部に洸 海綿水召金「

号

'II跡

平jE口 rk
刻み日、平行沈線文 P

弥Ⅳ期 高   打

弥 コ b期 [ 平行洸縦文、組文

弟7号泄跡 弥 Цb期 I 平行沈嶽文 l■線文 ミガ■ (山 )ナデ

第 7号‖跡 平IE口縁
平行洸線文、日唇喜卜に沈線

号滋跡 弥 H期 平坦口縁 I 平行洸線文

弥 Ha期 苗   杯 洸線文 ナア (内 )ナ デ

第7号泄跡 弥 工期 山形波状口縁 I I又 (ミ ガ■)Ⅲ  組文

第7号濫跡 llr I期 ミガキ 洸線文 (内 )ミ オキ

第7号泄必 平坦口縁 Ⅱ 無文 (ナア)

第7号泄跡 平坦口縁 I 平行泥線文 泥線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

理■ 3 晩 V期 深   鉢 平坦口緑 押圧

第 7号議跡 晩 V期
R裁布網文 涯線文  ミガキ

第 7号泄跡 晩 V期 平坦口縁 押圧 I 平行洸練文、口怪部に泥線

号滋跡 晩 V期
I 平行涯線文、日唇部に洸編

号溝跡 不 明 商  杯 V V 組文 LR斜行誕文

埋■ 3 晩Ⅵ期～弥 I期 小渡状口縁

第 7号 PF跡 弥 Hb期 組 文
しR搬行組文 洸線文  ミガキ

第 7号 yFf跡

第7号淮跡 平坦口縁 [ tr文 (ナア ) 炭化物

第7号譜跡 孫 Цb期 El モ学文 縄文 炭化夕、米

埋主 ユ 孤 コ b期 平lH口縁 「 平行洸線文 皿 縄文 又化物、共

第 7号 liF跡 弥 Ⅱ b期 〔 皿 韮下文、狙文
組
ガ醐内

第 7号 lt跡 弥 Ⅱb期 平辺口縁
I Ⅲ 垂下文、縄文、 日唇部 金雲

=、
ホ

第 7号溝跡 山形突建 I 洸漁文 Ⅲ と下文 純文 金雲母 ネ

第 7号鴻跡 弥 Ⅱ b期 高  杯 Ⅲ =下文、範文 金雲 ,、 赤

弥 コ b期 I Ⅱ Ⅳ 主下文、細文

第 7=離 跡 不 明 Ⅱ 平行洸線文 V 糾文 LR斜行組文 沈線文  ミガキ

第7号 It跡 平辺口縁 I n Ⅲ 平行沈線文 沈線文 ナデ (内 )ナ デ

第 7号泄跡 平坦口協 I 純文

不 明 深   鉢 平坦口協 ナデ (内 )ヨ コミガキ 炭化物



付表 1 山王囲遺跡出土土器観察表 (3)
Attribute list of pottery the Sanno― gakoi site

個体� 轟 種 口振言卜の41御 縄文 基面調整の砦徴 価   考 回

'例

聴 写真血

弥前期 平坦口縁 LR斜行縄文 (内 )ナテ

弟 7='‖跡 山形突起

弟7号‖跡 Dl 平行洸款文 ?

;泄跡 弥 題b期 I 平行沈線文 Ⅲ 波よ文 ?

第 7号 ltF跡 ill Ⅱ期 山形波状口綜 【 熊文 (ミ ガキ)皿  細文 LR斜行 III文 ミガキ (内 )ミ ガキ 炭化物

弥 口 b期 前   杯 山形尖起 金雲母、未

第 7号 lll yI

第 ?=,‖ 跡 弥 Π期 Ц 無文 (ミ ガキ LR41行 組文 ミガキ (内 )ミ ガキ

第 7号泄跡 赤 H期 平 lII口緑 LR針行組文 (内 )ナデ

深   鉢 杖た縄文 ? ミガキ (内 )ミ カ 炭化物

第2,配石避悩 山形波状回縁 i 養影士≧隻?2 炭化物

第 2,配石避hl 晩Ⅳ別～晩 V期 平坦回線 押圧 I 無文 (ナ デ )

晩Ⅵ期 I 無文 (ミ ガキ |

洸線文 ミガキ (内 )ミ ガキ 海綿状看針

整■ 1 晩Ⅵ期 深   鉢 小浚状口需 I 平行沈線文 Ⅲ 組文

晩 IV" 深   鉢 庁ラ■質 共I●

平坦日縁 突起 I 平行沈線文 皿 雲形文

弥 狂郷 ∴ ふ十無文(ミ LR斜行縄文 ミガキ (内 )ナ テ

弥 Ⅱ b期 I Ⅱ 無文 (テア)Ⅱ  犯文 LR斜F組文 ナア (内 )ナ デ 炭イヒ物

孫 週 b期 甕 平坦口協 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガ■

商  tr 泥線文  ミガキ (内 )ミ ガキ

Ⅲ 変形工字文A 組 文

I H 無文 (ナデ)m 組文 LR斜行組文 ナデ (内 )ミ ガキ

深   鉢 I 組文 LR斜行組文 (内 )ナテ

不 明 派  鉢 平坦口稼 LR斜行網文 (内 )ヨ コミガキ

小波状口縁

〔 無文 (ナ ア )

弥 ? 鉢 ∴ 訴写涯線文、日将部に洸線

晩Ⅳ期～晩 V期 深  鉢 平」口岳 押圧

I市 包合用 I 平行光線文 Dl 縄文

包含層 霊 I 平行沈線文 Ⅳ 組文

包含層 不 明 洸線文 ミガキ (内 )ヨ ヨミガキ

包含層 弥 H期 隼作幹騒孝 平 透孝山形文

弘 Hb期 前   打 平坦口縁 Ш 変形工字文C2 組 文 秘五
■

褪

ヨ

，

ヨ

呻
い

包含層 商   杯 平坦口縁 I Ⅲ 変形工字文C2 泥練文  ミガキ (西 )ミ ガキ 金雲母

包合用 Ⅲ 変形工字文C2

包含層 弥 Ⅱ b期 高  杯 Ⅲ 変形二字文 Cl lt線文 ミガキ (内 )ミ ガキ
包含層 弥 Ⅱb期 平坦口縁 牌 g攣老 涯凛X ミ〃千

包含屈 弥Ⅱa期 深  鉢 七髯辛g讐せ芽子
瀑X

炭イヒ物

包含層 茎 平坦口協 炭化物

包含層 晩 V期～弥 I期 平坦口綴

包含層 弥 I期 Ⅱ 妊文 (ミ ガキ )
雰ゞ甲砂命チチ

孫X 4Utt X

包含層 弥 皿期 注 口 m 渦文 平行沈線 猷 が1行糾文 沈線文 ミガキ

深   鉢 平lH口霧 [ 無文 (ナア)Ш  組文 LR/fI行 紐文 ナテ (内 )ナデ

包含屈 晩 V期～晩Ⅵ期 小波状日縁 【 平行洸識文 Ⅲ 縄文 炭化物

包含層 晩 V期 ～弥 題 山形突起 [ 沈稼文 沈線文 ミガキ

包含用 弥 I期 皿 変形工字文 Cl

不 明 深  鉢 平坦口縁 I 平仔洸線文 皿 縄文 f4行拠文 泥線文 ミガキ
高  杯 洸線文 ミガキ (内 )ミ ガキ 金雲母、未

Ⅲ IV 垂下文、細文 LR斜行縄文 洸線文  ミガキ 金雲母、炭化物

包含屈 泳 ub期 匝 変形工字文、平行沈線文 泥線文

包含屈 弥 Ⅱb期 II 平行沈線文、刹文 霊雲母

弥 Ⅱb期 m 変形工字文C2 沈線文 ミガキ

弥 コ期 平坦口縁

包含屈 平坦口縁 無文 (ナデ)Ш  縄文 LR斜行組文 ナデ (内 )ナデ

包含層 晩Ⅵ期 V 匹字文

包含用 I 皿 平行光線文、組文

晩 V期

包含層 晩 V期 深   鉢 平壇日縁 押圧 キ 所守
沈繰文、日唇部に沈線

樹 ▼ TttX 
兆 濫 X ミ刀 千

I試掘 ト 養 i 幸語売轟&i蝿支 却 『磐
文 tt線文 ミガキ

坊kイヒt″

弥 �a期 V 波状文、平行光線文



付   表

付表 1 山王囲遺跡出土土器観察表 (4)
Attribute list of pottery the Sanno‐gakoi site(4)

lE体血 出 土 地 声 JH 縦 層 位 備   考 図版Na 写真Nd

試掘 トレンチ 晩 V期

晩 V期～ atⅥ 期 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガ

晩 M期 ～弥Ⅱ期 高  杯 Ш 平行洸縦文 ? V 縄文

試狙トレンテ 不 明 深  鉢 Ⅲ 平行沈線文 Ⅳ 純文

試掘 トレンチ 不 明 I □ ltl文

試掘 トレンテ 金雲母、朱

小波状口縁

“

文 (ナテ)Ⅲ 網文 LR斜行組文 ミガキ (内 )ミ ガキ

試掘 トレンテ 弥 弱 山形波よ口縁 LRTI行 糾文 ミガキ (内 )ミ ガキ 只化物

訳掘 トレンテ 弱 小渡状 H縁 I 無文 (ミ ガキ)Ⅲ 細文

試掘 トレンテ 菱

平坦口縁

弥 I期～弥 Π期 Ⅲ 平行泥線文 洸線文 ガキ (内 )ミ ガキ

試掘 トレ 弥 Ha期 鉢 平坦口縁 Щ 変形工宇文 C】 洸線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

試掘トレ 弥 題a期 Ⅲ 変///1字 文 C

試掘 トレンテ

晩V畑 ～弥 I期 山形突起 ,(イヒ物

晩Ⅵ期～弥 I期 鉢 平jE口 IF 沈線文 ガキ (内 )ミ ガキ

試掘 トレンテ 減  鉢 平坦口縁 Щ 変形工字文 泥森文

試掘 トレンテ 晩Ⅵ期～弥 I期 高  杯 山形突起

試Inト レンチ ガ■ (内 )ミ ガキ

晩 V期～晩Ⅵ期 鉢 平坦口縁 突起 [ Ⅲ 工字文 Ⅳ 縄文

試掘 トレンテ 暁 V期～晩Ⅵ期 鉢 Ⅳ 匹字文 V 無文 (ミ ガキ ) 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

試掘 トレンチ 晩 V期 平坦日縁 [ 平行洸練文 沈糠文  ミガキ (内 )ヨ

試掘 トレンテ 晩 V期

I 刻み目 Ш 平行洸線文 炭化物

平坦日縁 [ 平行沈線文 Ш 組文

試掘トレンチ 不 明 鎌 [ 平行洸糠文 Ⅲ 刻み 目 鷺募整1占】ぎ壕r lt線文

試掘 トレンテ Ⅲ 平行沈練文、刻み目

試掘 トレンテ

平担口縁 I m 縄文 甑 斜行組文 (内 )ヨ コミガキ

弥前期 平辺口緑 I 無文 (ミ ガ■)工  艇文 LIl斜行組文 (内 )ナ デ 炭化物

試掘 トレンテ 弥 Ⅱ期 菱 小涯状口縁 I 無文 (ミ ガキ)皿  縄文 LR創行組文 (内 )ミ ガキ 炭化物

試掘 トレンテ 弥 Ⅱ期 平坦口縁

訳掘 トレンテ

弥 I期 高  杯 変形工宇文 A2 沈線文 ガキ (内 )ミ ガキ

試掘 トレンチ 晩Ⅵ期一弥 I期 高  杯 Ш 変形工学文A 沈線文 ガキ (内 )ヨ コミガキ

試掘 トレンテ 晩Ⅵ期 鉢
m 変形工字文A? 沈線文

試掘 トレ 晩 V期 沈線文 ガキ (内 )ナデ

試掘 トレンテ LR斜行縄文 (内 )ナア

晩Ⅳ期～晩 V期 平電口縁 I 縄文 LR斜行細文 (内 )ミ ガキ

試掘 トレ 不 明 深   鉢 平坦口縁 I 縄文 LR斜行縄文 (内 )ミ ガキ

試掘 トレンテ 弥 Ⅱb期 高   杯 W 変杉工字文 C 泥線文 金雲母

試掘 ト 晩 V期 :

試掘 トレンチ

晩 V期 (B突起 ) 色 帝大売≧特rり行 4謎)に光

晩 V期 平」口縁 I 匹字文 Ⅲ 組文

試掘 ト 晩 V鶏 南   杯 皿 変形工字文A 泥線文 ガキ (内 )ミ ガキ

試掘 トレンテ 晩 V期 Ⅱ 平行沈練文

試掘 トレンテ

不 明 深  鉢 平遭口繰 I 皿 組文 LR斜行網文 (内 )ナデ

試例 トレンテ 弥 口b期 高   杯 V 波状文 沈線文  ミガキ (内 )不明 金雲母、未

試報 トレンチ 晩 V期
Ⅱ 無文 (ミ ガキ ) 泥線文  ミガキ (内 )ミ ガキ

試掘 トレンテ 晩 V期 Ш 匹字文、報又

I 平行沈線文、口唇部に沈線 洸線文 ミガ■ (内 )ミ ガキ

lll H期 小波状H縁 I 無文 (ミ ガキ)Ⅲ  組文 LR斜行組文 ミガキ (内 )ミ ガキ 炭イヒ物

試掘 トレンチ 浜   鉢 平坦回転 I Ⅲ 組文 LR斜付縄文 (内 )ミ ガキ

試槻 トレンチ 深   鉢 平ll口縁 l Ш 組文 駅 斜行組文 (内 )ヨ コミガキ 炭化物

試掘 トレンチ 晩Ⅵ期

I 平行洸線文 洸線文 ミガ■ (内 )ヨ コミガキ 炭化効

晩 VI期 ～弥 I期 山形突起 I 平行洸線文、コ昏部に洸線 沈線文 ミガキ (内 )ヨ コミガキ



付表 1 山王四遺跡出土土器観察表 (5)
Attribute list of pOttery the Sanno‐ gakoi site(5)

個体� 時   期 器  種 口艦部の特徴 主要 文 様 の帝 徴 組文 基面調整の特徴 備   考 図bla 写真�

試掘 トレ 晩Vc期 ∴ 器を↓ミ転? 炭化物

試掘 ト 晩 V期 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ 尿化物

晩Vb期 鉢 平坦口縁

晩 V期 平坦口縁 刻み 目 I Ш 工字文 P、 組文 ミガキ (内 )ミ ガキ 炭化物

試掘 トレンテ V 匹字文 洸線文 ミガキ (内 )ナデ

試掘 トレンテ 晩V期 Ш 変形工字文 P IV 縄文 LR救 走縄文 光線文  ミガキ
炭化物

試掘 ト 晩 V期 子坦口縁 ン1み 岳 圭字菱I坑弘篭:塩瘤
晩 V期 皿 匹字文、工宇文

晩IV期～晩Ⅵ期 深  鉢 小波状口縁 I 平行洸練文 縄 文

試掘 トレンテ 平坦日縁 押圧 I 平行沈線文 Ⅲ 縄文 炭化物

試掘 トレンチ 縄晩期 〔 無女 (ミ ガキ)皿  組文 政 斜行細文 ミガ■ (内 )ミ ガキ 炭化物

試報 トレン 晩郷 Vb期

晩 V期～弥 」期 Ⅲ 変形工字文 ?、 程文

晩 V期 平坦口縁 央起 [ 平行沈線文 皿 縄文 炭イヒ物

試掘 トレンテ 晩Ⅳ期～晩 V期 と 希文義平
オキ)ヽ 日唇部 に沈

炭化物

試掘 トレンテ 晩 V期 炭化物

試掘 トレンテ 深   鉢 平坦回線

Ⅱ 平行泥線文、組文 稗 ζ辞蚤 X凛文 ミガ

第 3'聾欠住居跡 V 無文 (ナ デ ) ナテ (内 )ナ デ 底径 6 3cm

第 3号竪穴住居跡 覆主 2 Ａ
４

第 3号竪穴住居跡 騒■ 2 碗 V期～晩Ⅵ期 台付鉢 ?

第 8号竪穴住居跡 凝■ 1 鉢 平jH口縁

深  鉢 平坦口緑 嶼 斜仔組文 ナデ (内 )ナデ

第 7号湛跡 Ⅱ 無文 (ナ デ ) 訳 斜行htL文 ナデ (内 )テデ 炭化物

第 7号滞跡 弥 Ц期 I Ⅲ 組文 LR斜行縄文 (内 )ナ デ

第 7号溝跡 訴Ⅱ期 平坦口縁

第 7号 NIt跡 弥 Hb期 商  杯 学 命イ+予 XC2(■
~■文?

平坦日縁 I Ⅱ 縄文 LR斜行縄文 ナデ (内 )ナ デ

Ⅱ 無文 (ミ ガキ )

第 6号土器 jIII設 土鎖 弥中期 LR斜行組文 ミガ■ (内 )ミ ガキ 口径 12 3cm

第 8号■器理設土壊 弥 Ⅱb期 平坦口縁 押圧 畔∈排華 沈報文 
ミガキ

第 2'上器 朱

第 3号と器壇設主壊 弥 Ⅱb期 平」口縁 押圧 I Ⅱ 三角連紫文 Ⅲ 縄文

第 7号上器理設主取 嵩  杯 V 組文 LR斜行fII文 (内 )ナ ア 口径つOcm

舛 9号土器迎設主城 , V 縄文 LR斜行縄文 (内 )ナデ

包含層 弥 狂b期 鉢 Ⅲ V V 変形工字文C2 沈線文  ミガキ (内 )ミ ガキ

包含層 弥 Hb期 高  

“

V 垂下文

I=渓階二黎▼,ど�ミ

試掘 トレンテ Ⅳ V 伴文 (ミ ガキ、ナデ ) ナデ ミガキ (内 )ナデ 底径 7 4cm

試堀 トレンテ Ⅳ V 縄文 LR斜行III文 (内 )ナ デ 底径 0 7cm

訳掘 トレンテ 晩 V期～晩Ⅵ期 洸線文 ミガキ

晩 V期 台 付 鉢 泥線文  ミガキ (内 )ミ ガキ

不 明 深   斜 平坦口縁 [ Ш 組文 Щ 斜行組文 (内 )ナア

試掘 トレンチ I m 平行沈線文 Ⅳ V 無
沈線文 ミガ■ (内 )ミ ガ■

試掘 トレンテ 晩Ⅵ期 台 付 鉢 V 平行光線文 洸練文 ミガキ (内 )ミ ガキ 朱 台径 72皿

試剤 トレンテ 晩 M期 ? 平里口縁

晩 V期 脚付鉢 ? 匹字文 沈線文 ナデ (内 )ナデ

晩 V期 台付浅鉢 平坦口協 沈線文  ミガキ (内 )ミ ガキ

「晴期Jの「弥Jは弥生時代を、「晩」は縄文時代晩期を示す。
「主要文様の牛徴」の1～ Vは本文中の支様術の区分と対応する。
「備考」の「綺修孔」は焼茂後の、「穿J□

`よ

焼成前のものを示す。

付表 2 山王囲遺跡出土土師器観察表
Attribute list of Hali ware from the Sanno‐ gakoi site

避 層 位 型   式 器  種 語 面 調 整 の Ir徴 ErttI値 (推定) 写真NQ

塩釜式 顔部 :ミ ガキ、体部上半 :ミ ガキ、本部下半 :ナ デ、 (内 )ナデ



層 位 石 材 最大長 (all) 最大幅 (lwI:

1 石鏃 K_AR6 445 076

43

I南 249
1165

6 石鏃 282 破損 7お

9

E 第 2号配石避穂 246

377

石鏃 K―AR60 039 破損 2432

13 石鏃 087 破損
24■ 1

1075 495

石 鏃 I南 2426

埋± 2 2 1805

石鏃 付着物有

2065

F 第 3号竪穴住居跡壁灘 7‐21

9 2255

石鏃 047 破損

第 8

'竪

穴住居跡 覆 土

ピット342 7必 2435

罰 2425

28 石鏃 K 破損 ″28

6

915 031

K‐AR AS61 62 第 7号溝跡 731 24‐ 14

石鏃 M 108 733

ユ0

石鏃 375 破損

K‐AV58 ピット 2■ 19

47“ 1635

石錐 IC AR AS6Ⅲ  62 破損 8‐38 閉40

埋土

石錐 1085 736 破損

第 7号溝跡 %‐ 38

291 769

843 2442

DュDu 2805 1945

チョピングトゥーЛ 22089 845

610a And

円盤形石器

円経形石器

2ユ 25

第 7号溝跡 2,6

円盤形石器

円盤形石器

616 6165 202

I試掘 トレンチ
8355

石核 5425 4862

6

376
E 第 2号配石遺構 lC55 25‐ 9

10545

磨製石斧 降AT59～ AV57 5596 破損 10う 7

溝跡 里± 3 An工Tu

凹石 1045 5742

第 7号溝跡 26‐ 10

841 И92 4125

凹石 N 2●7

Dと We■ u

凹石 22294 破損

第 7号溝跡 241

778 501 5037

M 第 3号竪穴住居跡 P27
Da 9745 6675

凹石 E 破損

淮跡 埋± 3

7 凹石 470 破損

第 8号竪穴住居跡 2″ 3

1280 4795

凹石 【‐AR AS61 62 第 7号溝跡 1歩74 268

6 And ユ1805 9665

埼 凹石 E 5917 26‐ 6

埋土 こ And 9295

凹石 42ユ 5

E
2070 2053 7595

石皿 E 破損

付   表

付表 3 山王囲遺跡出土石器観察表
Attribute list of stone ilnplement froni the Sanno― gakoi site

石材名称の略号は人の通りである

Sa:砂 岩 Sh l頁岩 Sl:粘板岩 Tu:凝灰岩 Ch:王 髄 Jaェ :碧 玉 Ja2:鉄石英 Ser:蛇紋岩 Obs:黒曜石 And l安山岩 Da:石英安山岩 Pum:軽石
TuSal凝 灰質砂岩 S』6h:珪質頁岩 SとSh:砂質貢岩 Tu SaSh:凝 灰質砂質買岩 SirTu:班質凝灰岩 Sa Tu:砂 質凝灰岩 Da Tu:石 英安山岩質凝灰岩 Por:騎 石



No 出土地点 層位 時 期 種  別 計測値 (cm) 湿重量(ゴ 木取 り 樹  種 備   考 図版No 写真No
1 I区試掘

トレンチ

晩期 V～Ⅵ期 竪杵 長さ     288

径 (握 り部) 35
(鴇 き部) 54

(482) 丸木 クスギ 1/2が残存 PL 28‐ ユ

2 I区試掘

トレンチ

晩期 V～ Ⅵ期 加工材 長

幅

厚

2240 板 目 未成品 242 PL28‐ 2

付表 4 山王囲遺跡出土木製品観察表
Attribute list of郡 /ooden manufacture frona the Sanno‐ gakoi site

付表 5 山王囲遺跡出土ニホンジカ下顎骨属性表
Attribute list of Cer7uSコ rppOコ mandible from the Sanno― gakoi site

部位名略称 :I 切歯 (大 文字 は永久歯、小文字 は乳歯 ) C 大歯 (大 文字 は永久歯、小文字 は乳歯 ) P小 臼歯  M大 臼歯 (大 文字 は永 久歯、
小文字 は乳歯 )

部位骨属性 略称 :(L)左  (R)右  歯式 に ()が つ くもの  顎骨 に伴 う もの  歯式 に ()が つ か ない もの遊離歯  X 歯が残 って い ない もの
(a)萌 出途次  (b)エ ナメル質咬耗が 開始  (c)小 宙が独 立  (d)小 筒が連 結  (e)全 面寓

付表 6 山工囲遺跡出土動物遺存体属性表
Attribute list of anilnal remains froni the Sanno―gakoi site

資料

No

発掘区 層 ♂

♀ L/R

切
歯
骨

2      3      c     m2    m3    m4

2     3    C    P2    3    4    M1    2     3

萌出交換
推定年齢

備   考

3
I区 試 掘
トレンチ

610層 不明 L
Ｄ
明
Ｍ
不陣利

10歳以上 破損のため

咬耗度不明

4
I区 試 掘
トレンチ

610a層 不 明 L M3
fr

類 lIIIエ ナメル

質部

5
I区 試 掘
トレンチ

610a層 不 明 L
Ｍ３

住
舌側エナメル

質部

資料No 発掘区 層  位 綱 種 部  位 L/R 部分 化骨化 加 工 ビビアナイト 色  調 風 化 備  考 写真図XNo

1
掘
チ

試

ン

区
レ 610層 哺乳類 ニホンジカ 胆骨 L 骨幹部 不 明 な し あ り 淡黄 あ り PL 287

2
I区 試掘
トレンチ 610a層 哺乳類 エホンジカ 上腕骨 L 骨幹部 不 明

スパ イ ラ ル
状の割れ ?

あ り 淡黄 あ り PL28‐ 6

3
I区 試掘
トレンチ 610層 哺乳類 ニホンジカ 下顎骨 L 骨幹部 不 明 な し あ り 淡黄 な し 付表5参照 PL 28 3

4
I区 試掘
トレンチ 610a層 哺乳類 ニホンジカ 下顎第三大

臼歯
L 破片 不 明 な し あ り 変化なし な し 付表5参 R軍 PL 28-4

5
I区 試掘
トレンチ 610a層 哺乳類 ニホンジカ

下顎第三大
臼歯

L 破 片 不 明 な し な し 変化なし な し 付表5参 EE Pし28う

6
I区 試掘
トレンチ 610層 哺乳類 るい 1よイノシ

ン相当
四肢骨 不明 骨幹部 不 明 な し あ り 淡黄 あ り

7
I区 試掘
トレンチ 610層 哺乳類 るいはイノン 四肢骨 不 明 骨幹部 不 明 な し あ り 淡黄 あ り PL2岳 12

8
I区 試掘
トレンチ 610a層 哺乳類

め
シ

ン
イ
ン
は
当

不
い
相

二
る
シ

四肢骨 不明 骨幹部 不 明 な し あ り 淡黄 あ り Pし28つ

9
掘

チ

試

ン

区
レ 610層 哺▼し類 るいはイツシ 四肢骨 不 明 骨幹部 不 甥 あ り 淡黄 あ り PL 28■ ]

I区 試掘
トレンチ 610層 哺乳類 るい は イ ノ シ

ン相 当
四肢肴 不 明 骨幹部 不 明 な し あ り 淡黄 あ り PL2岳 10

掘

チ

試

ン

区

レ 610層 哺乳類 不明 四肢骨 不 明 骨端部 不 明 な し あ り 淡黄 あ り

I南 区 第 7
号溝

埋±3 哺乳類 るい は イツ シ
ン相 当

大腿脅 不明 近位端 不 明 な し な し 白色 な し 大腿骨頭 PL 28‐8
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第 1図版 山王囲遺跡発掘区配置図

Ｎ①0 0

Ｏ

ｐ
Θ

，
′
ィ
メ
′
，
′
′
、ｗ
　
Ｏ

19654F

発掘調査区

喩

穴住居跡

＼ 、

0                                                                       100m

／⌒″ケ″ンを第ク″

／
／

フ／ヤ》
嗽＼
＼

:と■
~,

轡絆

給食センター

第 8

Excavated gnd in the Sanno―gakoi site 等高線は1962年明治大学考古学研究室作成の測量図による
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Plans and sections of archaeological features in the Sanno‐gakoi site
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第 3図版 山王囲遺跡遺構配置図
Plans and sections of archacological features in the Sanno―gakoi site
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第 4図版 山王囲遺跡出土土器実測図
」OmOn and Yayoi pottery frona the SannO― gakoi site

0                     19Cm

l～ 4M区第 8号竪穴住居跡
5～ 91区第 7号溝跡溝跡 10K区 第 7号溝跡
■ K区 ピット309 12M区第 6号土器埋設土羨



第 5図版 山王囲遺跡出土土器実測図
Yayoi pottery fro■l the Sanno― gakoi site

lK区第 8号上器埋設土蹟 第 2号土器
2K区第 8号土器埋設土壊 第 1号土器



3a

磯
3b  i｀デ

0                     10cm

第 6図版 山王囲遺跡出土土器実測図 lM区第7号土器埋設土残 2E区第9号土器埋設土残 31南区9層
41区 9層  51区試掘トレンチ603層  6・ 10605層  7側6層
8609層  9・ 14 610att ll～ 18610層  15611層JOmOn and Yayoi pottery and Haii Ware frOm the Sanno― gakoi site
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第 8図版 山王囲遺跡出土石器
Stone implement fro■ l the Sanno‐ gakoi site
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第 9図版  山王囲遺跡 出土石器
Stone implement fronl the San■ o‐gakoi site

52c
0                             10cm

48～ 50円盤形石器 51・ 52石核
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53環状石斧 54～ 57磨製石斧 58石鍬第 10図版 山王囲遺跡出土石器
Stone implement fro■ l the San■ o‐ gakoi site
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I北、 I南、M区全景 (南西から)

2 N区全景 (東から)

PL.l G、 H、 I、 I北、 I南、M区全景およびN区全景
VieM/of excavated trench



l E区全景 (西から)

:|

fl

モWi

2 E区第 2号配石遺構

PL.2 E区 全景および第 2号配石遺構
Vie、v of excavated trench and stone arrangement 2



2 第 3号 竪穴住居跡炉跡

PL.3 第 6号土器埋設上壊および第 3号竪穴住居跡炉跡
Pit6郡rith buried pottery and ireplace in pit dw〆 elling 3
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一打客声竹　‐
K区 ピット305

2 K区 ピット337

PL. 4 ピット305お よびピット337
Pit305 and Pit337



5                                              (263,

PL.5 山王囲遺跡出土土器
Yayoi pottery froni the SannO‐gakoi site

(264)

1～ 3 1区第 7号溝跡 4K区 第 7号溝跡
5'6 1区 第 7号溝跡



山王囲遺跡出土土器

Yayoi pottery trom the Sanno‐ gakoi site

lK区第 8号土器坦設土羨 第 2号土器
2第 8号土器埋設土羨 第 1号土器

PL.6



山王囲遺跡出土土器

Yayoi pottery frona the Sanno―gakoi site

7b

M区第 6号土器埋設土羨
E区第 9号土器埋設土頻

第 7号土器理設土茨
M区第 8号竪穴住居跡

1

3

2

4～ 7
PL.7



山王囲遺跡出土土器

Jomon and Yayoi pottery froni the Sanno― gakoi site

lK区ピット340 21南 区包含層
31区包含層 4・ 51区試掘 トレンチ605層
6 603月雪

PL.8



9

山王囲遺跡出土土器

Jomon and Yayoi pottery and Haii Ware frOm the SannO_gakoi site

l I区試掘トレンチ606層
3609層  4610層  5・ 7
66■層 9E区 ピット338

層

ａ層
PL.9



5)

8     (8)

岬
14           (14)

F、 M区出土土器

詠
1      (21)

18     ~ ~~(19)   19                 (20)

1～■ 第 3号竪穴住居跡 12～ 19第 8号竪穴住居跡

2 M区出土土器

PL.10 山王囲遺跡出土土器
」OmOn and Yayoi pottery froni the Sanno― gakoi site

1～ ll第 8号竪穴住居跡



1～10第 8号竪穴住居跡 ll～ 16第 7号溝跡K区出土土器

2 K区 出土土器

PL.11 山王囲遺跡出土土器
」omon and Yayoi pottery froln the Sanno― gakoi site

1～ 13第 7号溝跡
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1～16第 7号溝跡l K区 出土土器

2 K区出土土器

PL.12 山王囲遺跡出土土器
JOmOn and Yayoi pottery frona the SannO‐ gakoi site

1～ 19第 7号溝跡



1～12第 7号溝跡l K区出土土器

l I区出土土器

PL.13 山王囲遺跡出土土器
Jomon and Yayoi pottery froni the SannO― gakoi site

1～ 4第 7号溝跡



I区出土土器

2 1区出土土器

PL.14 山王囲遺跡出土土器
JOmOn and Yayoi pottery froni the Sanno― gakoi site

1～3第 7号溝跡

1～3第 7号溝跡



I区出土土器

(124)

1～ 8第 7号溝跡

I、 E区出土土器 1～ 4・ 7・ 8第 7号溝跡 6・ 11ピ ッ
5'9第 2号配石遺構 10ピ ット258

L.15 山王囲遺跡出土土器
」omon and Yayoi pottery frona the Sanno― gakoi site

卜254



8

l  E、 K区出土土器 1 ピット292 2・ 3・ 5～10ピ ット305 4 ピット306

2 K、 I南区出土土器

PL.16 山王囲遺跡出土土器
」Omon and Yayoi pottery frona the SannO‐ gakoi site

1～ 3ピ ット306 4～ 91南区包含層



(159)

1～ 51南 区包含層I南区出土土器

2 1南区、 I区出土土器

PL.司 7 山王囲遺跡出土土器
Jomon and Yayoi potteryとom the Sanno_gakoi site

I南区包含層 6～101区包含層



I区出土土器 1～ 81区包含層

2 1区出土土器

PL.18 山王囲遺跡出土土器
JOmOn and Yayoi pottery froni the SannO― gakoi site

l I区包合層   21区 試掘トレンチ603層
3～ 7・ 9 602層  8601層



I区出土土器

2 1区出土土器

PL.19 山王囲遺跡出土土器
JOmOn and Yayoi pottery froni the SannO― gakoi site

1 604層  2～ 9 603層



I区 出土土器

3
(214)                       (219)

2 1区 出土上器

PL.20 山王囲遺跡出土土器
JOmOn and Yayoi pottery from the Sanno― gakoi site

1～ 8 603層

l～ 4 604層



2 1区出土土器

PL.21 山王囲遺跡出土土器
」omon and Yayoi pottery frona the SannO― gakoi site

1～ 6 604層  7・ 8 605a層

1～ 5・ 7・ 86115a層  6・ 9'10605d層



I区出土土器

2 1区 出土土器

PL.22 山王囲遺跡出土土器
」omon and Yayoi pottery froni the Sanno― gakoi site

と～ 6 610層



1-8 610)詈   9 610a)琶I区出土土器

2 1区 出土土器

PL.23 山王囲遺跡出土土器
Jomon and Yayoi pottery frona the Sanno― gakoi site

1～ 3・ 5 610a層  4611層
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20  (15)                  22   (19)   23   (27)
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山王囲遺跡出土石器

Stone implement frona the Sanno― gakoi site

42  (43)４‐

　

２４ 1～36石鏃
44異形石器

37～41石錐 42・ 43不定形石器
45・ 46石核

3 (10)

29  (17) 30   (20)    31  (14) ３６ く２８＞32  (11)

PL.



PL.25 山王囲遺跡出土石器
Stone implement froni the Sanno― gakoi site

1チ ョピングトゥール 2～ 6円盤形石器
7～ 10磨製石斧 ■ 環状石斧 12石鍬



(69)         16            (67)

山王囲遺跡出土石器

Stone implement froni the Sanno‐ gakoi

15

PL. 26 1～ 18凹石

site
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山王囲遺跡出土石器、土製品、石製品

Stone implement and Clay object frOm the Sanno― gakoi

渤

1～ 3凹石 4 5石 皿 6土 偶 7紡 錘車
8土版  9。 10ス タンプ状土製品
ll土製小玉 12～ 17石製小玉slte



28 山王囲遺跡出土木製品、動物遺存体
ヽヽ卜ooden manufacture and �生ammal remains

`Ceryysコ

rppο口, Sys scrda'

1 竪杵  2カロエ材 3～ 7 ニホンジカ (3下顎骨 (L)
4 5 下顎骨第3大日歯 (L)6上腕骨 (L)7腫骨 (L))
8～ 12ニホンジカあるいはイノシシオロ当 (8大腿骨 (LR
不明)9～ 12四肢骨骨幹部破片)
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